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岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

桑 原 一 郎

[昭和9年11月5日 受稿]

Aus dem Hygienischen Institut der Okayama Med. Fakultat
(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Studien uber die ophthalmo-hygienische Beleuchtung.

(3. Mitteiluug.)

Uber die Lesegeschwindigkeit bei Tageslicht- und Gluhlichtbeleuchtung
 u nd die Lesegeschwindigkeit fur die langst- und querstelligen

 japanischen Schriftzeichen "Hiraliana u. Katakana".

Von

Ichiro Kuwabara.

Eingegangen am 5. November 1934.

Uber die Beziehung zwischen Lese

geschwindigkeit und Beleuchtung werden 
schon seit langem von mehreren Autoren 

eingehende Untersuchungen angestellt.

Es gibt jedoch nur wenige, die die 

Lesezeit mit Chronoskop genau angeben, 

und man hat bisher niemals grundliche 

vergleichende Untersuchungeni auf diesem 

Gebiet bei Tageslicht- und Gluhlichtbel-

euchtung gesehen, bei denen es unbedingt 

notig ist auf die Beleuchtungsstarke und 

die psychologischen Faktoren zu achten.

Daher habe ich das Tachystoskop zur 

Lesegeschwindigkeitsprdfung nach Korff

- Petersen & Ogata etwas verbessert und 

bei verschiedenem Helligkeitsgrad auf 

der Expositionsflache sowohl bei Tages

licht als auch bei Gluhlichtbeleuchtuug
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die Lesegeschwindigkeit von 5 Personen 

genau untersucht. Als Sehobjekt ver

wandte ich 1- hauptsachlich 2- bzw. 

3-stellige schwarze Zhlen auf weissem 

Grunde in verschiedener Grosse, und bei 

der Prufung fur japanische Schriftzeichen 

verwandte ich 3-stellige schwarze Buch

staben ("Hirakana" u. "Katakana") auf 

weissem Grunde in der Grosse der 

Snellenschen Buchstaben Nr. 5. Die 

Beleuchtungsstarke auf der Expositions

- flache bei Tageslicht wurde einerseits 

d urch das Webersche Photometer bei 

Anwendung von Gelbglas (siehe die 

I. Mitteilung), andererseits mit Hilfe des 

Bechsteinschen tragbaren Beleuchtungs

messers (Luxmeter) bestimmt.

Die Expositionszeit wurde in diesem 

Versuche von etwa 300ƒÐ(ƒÐ=1/1000 Sek) 

bis zur Geschwindigkeit von etwa 90ƒÐ 

eingestellt. Bei normalen Augen kann 

die Lesegeschwindigkeit je nach der 

Beleuchtungsstarke verkurzt werden.

Diese Verkurzung der LesegOsch

windigkeit geht aber bei Myopie oder 

Emmetropie nicht so schnell vor sich. 

Nach meineni Versuch mit 5, 10, 20, 30, 50, 

200, 300, Hefnerlux sowohl bei kunstlicher 

Beleuchtung als auch bei Tagesbeleuch

tung (naturlich sind these Werte uicht 

so genau wie bei dei Gluhlampe) kam ich
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文 獻

第1章　 緒 言

視 機 能 ト照 度 ニ關 シテハ既 ニ幾 多 ノ生 理,

衛 生學 者 ニ ヨ リテ研 究 サ レタル モ ノ ニ シテ,

讀字 力 ト照 度 ノ關 係 及 ビ夫 レヨ リ讀 書 及 ビ書

字 ニ對 ス ル適 當 照度 ノ 決 定 ニ 關 シ テ ハ, H.

 Cohn以 來 研 究 報 告 尠 シ トセ ズ.然 ル ニ晝 光

竝ニ電燈兩照明ニ於テ,照 明學 ヲ充分考慮 シ

眼衛生學的,心 理學的ニ考究實驗セルハ極テ

稀ナリ.茲 ニ於テ,余 ハ晝光及ビ電燈照明ニ

於テ,特 種ノ瞬間露出器 ヲ使用シ,讀 字速度

ヲHippノ 測時計ニヨリ測定 シ,夫 レヲ以テ

讀 ミ得ル讀字速度 ト照度 ノ關係 ヲ調査 シ,讀

書時 ノ適當照度 ヲ推測 シ,併 テ爾來諸學者 ノ

研究ニヨル適當照度 ト比較セン ト企圖セリ.

假名文字 ノ横書,縦 書ニ對 スル讀字力ヨリ

見タル優劣問題ニ就テハ,古 クヨリ研究討議

サ レ,昭 和3年 日本眼科學會ニテモ宿題 トシ

テ多クノ眼科學者ニヨリ業績發表討議サ レタ

リ.以 後 コノ問題 ノ研究ハ續行サ レ,且 諸學

術書,及 ビ雜誌 ノ左横書式採用ノ續出セシヲ

見ルモ,尚 ホ研究ノ餘地ナシ トセズ.從 來ノ

諸研究報告ヲ見ルニ,照 度 ヲ充分考慮 シタル

モ ノ尠ク,短 時間ノ文字露出ニ對スル讀字力

所謂讀字速度ヲ測定シタルモノ殆 ドナシト云

フモ過 言 ニ ア ラズ.余 ハ之 等 ノ點 ニ留 意 シ,

電 燈 照 明 ニ於 テ種 々ナ ル 照度 ニ テ讀 字 速 度 ヲ

測 定實 驗 シ,以 テ假 名文 字 ノ横 書 縦 書 ニ對 ス

ル優 劣 ヲ探 究 セ ン ト企 テ タ リ.而 シテ 兩實 驗

ヨ リ多 少衛 生學 的 ニ貢獻 スベ キ結 果 ヲ得 タ ル

ヲ以 テ茲 ニ之 ヲ報 告 セ ン トス.

第2章　 文 獻

視力 ト照度 トノ關係 ニ就 テ ハ 既 ニ1754年To

bias Mayer1) ノ發 表 以來 Froster2), Aubert3),

 Doerinkel4), Java15), Manolescu6), Uhthoff7),

 Konig8), C. Roelofs 及ビ L. Bierens de Haan9),

小 口10,鈴 本11),廣 田12),白 玖13),川 上14)等 多 ク

ノ業 績 報 告 ア リテ,視 力 ト照 度 ノ關 係 ヲ數 學 的 ニ

表 現 セ ン ト試 ミ ラ レ タ リ.然 ル ニ所 謂 視 力 ナ ル モ

ノハ視 機 能 ノ一 部 ニ シテ,眼 ノ特 種 ナ ル1基 礎 感
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覺 ニヨルニ留 ルモ ノナ レバ,實 際的 ニ種 々基礎感

ニヨル種 々ナル作業能力更 ニ心理學的 ニ認識,

疲勞,注 意力等 ノ方面 ニ及 ビテ照度 ノ影響 ヲ採 究

シ,以 テ眼 ノ作業能力 ニ對 スル好適照度 或ハ最小

照度 ヲ決定 セ ン ト企 ツルニ至 レ リ.

就 中讀 字 力 ノ方 面 ニ於 テ ハ,先 ヅH. Cohn15)ハ

學校 衛 生 ノ立 場 ヨ リ照 度 ト讀 字 力 ノ關 係 ヲ知 ラ ン

ト欲 シ, Snellen氏 視 標1.0ノ 大 サ ニ 相 當 セ ル新

聞 活 字 ヲ1m離 レテ晝 光 照 明 ノ元 ニ殆 ド調 節 ヲ煩

サ ズ シ テ1分 間 ニ16行 ヲ讀 ミ得,人 工 照 明 ニ テハ

50mkニ テ 同 樣 ニ16行 讀 ミ得 ル ヲ認 メ, 2mk如

キ弱 照 度 ノ 時 ニハ6行, 4mkノ 時 ハ8行, 8mk

ノ時 ハ10行, 10mkノ 時 ハ12行 ヲ讀 ミ得 ル ヲ實

驗 シ,以 テ50mkヲ 好適 照 度 トシ, 10mkヲ 最 小

照 度 トセ リ.且H. Cohnハ 實 驗 ニ 際 シテ 個 人 差

アル ヲ見,視 力 ト照 度 ノ關 係 ノ如 キ ヲ數 字的 ニ表

現 スル コ ト不 可能 ナ リ ト喝 破 シ,以 テ 實 際 的 ニ仕

事 ヲナ ス ニ必要 ナ ル 明 サ ノ方 面 ニ研 究 方 針 ヲ定 メ

タ リ. H. Cohnハ 更 ニ晝 光 照 明 ニ於 テ モ 實驗 シ依

然 トシテ10mkヲ 以 テ 讀書 時 ノ 最 低 必 要 照度 ト

セ リ.茲 ニ注 意 スベ キ ハ既 ニ第1報59)ニ 記 載 セ シ ガ

如 クH. Cohnノ 照 度 ハ 後 ニ至 リ多 ク ノ人 ノ非 難

ヲ受 ケ タ ル モ ノ ナ リ. H. Cphnノ 値 ハ晝 光 ヲ

Weberノ 光 度 計 ヲ以 テ測 定 ス ル ニ當 リ,赤 色 濾 光

板 ヲ以 テ測 定 シ タル 所 謂 赤 光 ニ對 スル値 ニ シテ,

現 今 ノ照 度 ノ値 即 チ白 光 ニ對 ス ル値 ニ比 較 シテ 著

シ ク僅 少 ナ ルモ ノナ リ.更 ニH. J. Stroer16)ノ 批

判 ニ ヨル モ, H. Cohnノ 研 究 ニテ ハ被 檢 者 ノ文 字

及 ビ文 句 ニ對 ス ル記 憶,認 識 錯 誤,言 ヒ誤 リ等 ノ

心 理 學 的 影 響 ヲ留 意 シ居 ラ ズ ト ノ 非難 ア リ. H. 

Cohnノ 與 ヘ タ ル赤 光 ニ對 ス ル10mkハ,或 ハ之

ニ2-3倍 シ,白 光 ニ對 ス ル 値 即 チ全 照 度 ニ 換 セ

ル25mk17) 18)ハ永 イ 間 實 際的 ニ 認 メ ラ レオ リシモ

ノナル ガ, Korff-Petersen19(1914年)ノ 記 述 ニ ヨ

レ バ,コ ノ赤 光 ニ對 スル10mkノ 値 ハ 全 照 明 ニ

對 シテ種 々異 ル意 義 ア ル モ ノニ シ テ,光 源 ヨ リ發

スル緑 光 ト赤 光 ノ比 ニ關 係 ス ルモ ノナ ル ベ ク,旦

コ ノ比 ハ 光源 ノ種 類 ニ ヨ リテ著 シ ク變 動 ス ル モ ノ

ナ リ. H. Cohnノ 時 代 ノ石油 「ラ ンプ」或 ハ 「ア ル

ガ ン ド」燈 ノ如 キ ハ 比 較 的 長 波 長 ノ赤 光 線 ニ富 ミ,

短 波 長 ノ光線 ニ貧 シ キ モ ノナ ル ガ,白 熱 電 燈 ハ 之

ニ反 シ短 波 長 ノ光 線 ニ富 ム.例 之 金 屬 纎 條 電燈 ヨ

リ生 ズ ル10mk(赤 光 ニ 對 スル)ハ 石油 「ラ ンプ」ノ

場 合 ヨ リハ 非 常 ニ明 ル キ全 照 明 ヲ現 ス.然 シナ ガ

ラ金屬 纎 條 電燈 ノ全 照 明 ニ 富 ム利 益 ル一 面 ニ於 テ

長 波 長 ニ富 ム石 油「ラ ンプ」,「 ア ル ガ ン ド」燈 ノ如

キ光線 ヨ リハ,同 一照 度 ニ於 テ視 力 ノ僅 少 ナ ル コ

トニ ヨ リ幾 分 輕 減 サ ル コ トモ考 ヘ ラル. H. Cohn

ノ研 究 ハ,コ ノ最 後 ノ事 實 ヲ考 慮 セ ズ シ テ,「ア ル

ガ ン ド」,燈 ニ於 テ ノ ミ適 用 ス ベ キ値 ヲ以 テ 自然 照

明 ニモ適 用 セ ン トシ タル ニ ア リ. Korff-Petersen

ハ 實驗 的 ニ,白 熱 電 燈 ニ於 テWeberノ 光 度 計 ニ

テ測 定 シ,赤 光 ニ 對 ス ル 照度 ノ25mkノ 全 照 明 ニ

相 當 ス ル値 ヲ決 定 セル ニ,金 屬 纎 條 電 燈 ニ於 テ,

赤 光 ニ對 ス ル18mkハ25mkノ 全 照 明 ニ 相 當 ス

ル コ トヲ認 メ タ リ. Metallfadenlicht・18mk in

 Rot=25mk in Weiss'gesam. Bel.)

次 デKorff-Petersenハ 晝 光 ニ於 テ約120mk in

 Rotノ 照 度 ノ元 ニ, 4名 ノ正視 眼 者 ヲ シテ 讀 書 セ

シ メ, 1分 間 ニ讀 ミ タル 行 數 ヲ測 定 シ,更 ニ金屬

纎 條 電燈 ノ場 合 ノ10mk in Rotノ 照 度, 15mk

 in Rotノ 照 度 ノ元 ニ讀 書 セ シ メ タ ル 成 績 ヨ リシ

テ, 15mk in Rotノ 値 ハ 全 照 明 ニ對 スル21-22mk

ニ相 當 スル モ ノ ニ シテ,コ ノ際 ニ 略 ボ吾 人 ガ書 光

照 明 ノ際 ノ成績 ニ近 キ ヲ以 テ,金 屬 纎 條 電 燈 ヲ使

用 スル 時 ハ讀 書 時 ノ最 低 照度 トシテ コ ノ値 ヲ基 準

トスベ キ ヲ推 奨 セ リ.其 ノ後 氏 ハ更 ニ視 力 竝 ニ讀

字 力 ニ於 テ精 密 ナ ル實 驗20)ヲ ナ シ,學 校 照 明 ニ オ

ケルCohnノ 與 ヘ タル25mkヲ 指 摘 シ,持 續 的 長

時 ノ讀 書 ニ際 シ テ ハ文 字 ノ印象 極 テ短 時 間 ナ ル ヲ
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以 テ,好 適 照度 トシテ50-60Luxヲ 主 張 セ リ.

氏 ハ 尚 ホ 屈折 異 常 者 ハ正 常 ナ ル者 ニ比 シ,照 度 ノ

減 弱 ト共 ニ讀 字 力 ノ障碍 ヲ來 シ,年 齢 ニ ヨ リ特 ニ

老 齢 者 ニ オ イ テ モ著 明 ナル ヲ認 メ タ リ.

R. Possek21)ハ 照 明 方 法 ヲ 充 分 考 慮 シ,正 視 眼

及 ビ近 視 眼 者 ニ 就 キ, 60cmノ 距 離 ニ 於 テ 大 サ

2mm, 32行, 1頁365語 ノ希臘 文 字 ヲ使 用 シ,讀

破 時 間 ヲ測 定 セ ル ニ, 30mkニ 於 テ最 大 讀字 力 ヲ

得, 8-10mk以 下 ノ弱照 度 ニ テ ハ眼 ノ不 快 感,結

膜 充 血 及 ビ流 涙 等 ヲ來 ス ヲ認 メ,近 視 眼 者 ハ 正 視

眼 者 ニ比 シテ照 度 ノ減退 ニ ヨ リ著 シク影 響 サ ル コ

トヲ證 明 セ リ.

次 デ 瞬 間 露 出 器 及 ビ測 時 計 等 ヲ以 テ視 標 露 出時

間 ヲ測 リ,夫 ヲ以 テ認 識 或 ハ讀 ミ得 ル速 度 即 チ所

謂 讀 字速 度 ト照 度 ニ就 テ ノ報告 モ亦 尠 シ トセ ズ.

Luchiesh, Taylor及 ビSinden22)等 ハ23%ノ

反射係數 ヲ有 スル灰色地 ニオ ケル黒文字及 ビ80%

ノ反射係數 ノ白色地ニオ ケル黒文字 ヲ有 スル古キ

英文教科書 ヲ用 ヒ,讀 字速度 ト照度 ノ關係 ヲ實驗

セルニ,一 定單 位時間ニ於 ケル讀 ミウル文字 ノ數

ハ光度 ノ對數 ニ比例 シテ徐々ニ増加 スルヲ認 メ,

且灰色地 ノ場合 ニハ白色地 ニ黒文字 ノ場合 ヨ リモ

比較的著 明 ニ長 時間 ヲ要 ス ル ヲ檢 セ リ. Korff-

Petersen及 ビM. Ogata23)氏 等 ハ種 々色光 ノ文字

ノ認識度及 ビ讀 字速度 ニ對 ス ル 影響 ヲ實驗 セ ル

際,瞬 間露出器及 ビ測時計 ヲ使用 シ,視 標 トシテ

2字 及 ピ3字 ヨ リナル 數字 ヲ用 ヒ,讀 字速度 ヲ測

定 シタルニ,黄 色光 ノ照 明 ノ際最モ讀字 力 ヨク,

次 デ白,青,赤 ノ順序 ニ シテ,赤 色光 ノ場合最 モ

讀字速度ハ延長 シ讀字 力不良 ナ ル ヲ證 セ リ.

Schneider24)モ 普通電燈 ト晝光色電燈 ヲ使用 シ,

且種々色 光 ノ讀字速度 ニ及 ボス影響ヲ檢 セルニ,

 Korff-Petersen氏 等 ト一致 セ ル成績 ヲ得 タ リ.

ノ際普通 ノ電燈ハ黄色光 ニ富 ミ晝光色電燈 ノ場合

ヨ リモ良 成績 ヲ得 タリ. P. W. Cobb25)ハ 讀字速

度 ト照 度 ノ間 ニ對 數 的 關 係 ア ル ヲ證 シ,且 小 ナ ル

文 字 ハ 大 ナ ル文 字 ニ比 シ讀 字速 度 ハ延 長 シ,照 度

ノ影 響 大 ナ ル ヲ認 メタ リ. R. G. Weigel26),ノ 記

述 ニ ヨ レ バ,讀 字 速 度 ト照 度 ノ關 係 ヲ曲線 ヲ以 テ

表 セバ,低 照 度 ニ於 テ ハ 暫 時 ノ 間 即 チ0.01 Lux

ヨ リ0.1 Luxマ デ ハ 徐 々 ニ 上 昇 シ,ソ レヨ リ約

50 Luxマ デ ハ 著 明 ニ上 昇 シ, 50 Luxヨ リ500 Lux

マヂ ハ 再 ビ徐 々 ニ上 昇 シ, 500 Lux以 上 ハ 寧 ロ降

下 ノ傾 向 ア リ. W. Ewig及 ビT. Wohlfeil27)等 ハ

肉 體 的疲 勞 ノ際 ニ注 意 力減 退 ヲ檢 セ ル ガ,其 ノ際

讀 字速 度 ヲ測定 實驗 シ,速 度 ノ延 長 ヲ以 テ疲 勞 時

ノ注 意 力 減退 ノ徴 トセ リ. W. Ruffer28)ハ 照 度 ト

視 機能 ノ關 係 ヲ種 々 ノ 方 面 ヨ リ研 究 セ ル際, 1種

ノ露 出 器 ヲ用 ヒ,認 識 シ得 タル文 字 ノ數 ヲ檢 査 シ

タル ニ, 50-100 Luxニ テ最 大 値 ヲ見 タ リ. Ruffer

ハ 又後29)ニ 至 リ讀 字 速 度 ト種 々 色 光 ニ ヨル照 度 ト

ノ關 係 ヲ實 驗 セ ル ニ.唯 前 述 ノKorff-Petersen及

ビM. Ogata氏, O. Schneider等 ノ結 果 ト異 ナ ル

ハ,赤 色光 ニ ア ラ ズ シテ 青 色光 ニ於 テ讀 字速 度 最

不良 ナ ル成 績 ヲ示 セ リ.

次 ニ極 テ變 動 シ易 キ晝 光 照 明 ニ於 テ,其 ノ測 定

竝 ニ視 標 面 ニ於 ケ ル種 々 ノ明 サ ヲ定 ム ル ハ,甚 ダ

困難 ニ シ テ,コ ノ種 ノ認 ム ベ キ 研 究 ハ極 テ尠 シ.

 Ferree及 ビRand30)等 ハ1種 ノ瞬 間 露 出 器 ヲ用

ヒ, 2.5mノ 距 離 ニ テ 露 出 視 標 ヲ視 サ シ メ,窓 ヨ

リ ノ晝 光 照 明ヲ 磨 硝 子 及 ビ布 幕 ニ テ調 節 シ,照 度

ヲMacbethノ 照 度 計 ヲ 以 テ 測 リ, 1.25ヨ リ100

呎 燭 光 マデ變 化 セ シ メ,視 速 度 ト照 度 ノ關 係,或

ハ 視 標 ノ大 サ,視 標 ト其 ノ 背 地 ト ノ 反 射 系 數 ノ

差,ト ノ關 係 ヲ研 究 セ リ.

假 名 文 字 ニ於 ケル讀 字 速 度 ト照 度 ニ關 ス ル研 究

ハ 殆 ド之 無 キ モ,國 字 ノ横 書,縦 書 ニ於 ケル優 劣

問 題 ハ 實 際 的 ニ重 要 ニ シテ,既 ニ古 ク ヨ リ研 究 サ

レ論 議 サ レ タル 問題 ナ リ.國 字 ノ改良 ノ前 提 トシ

テ先 ヅ 縦,横 讀 問題 ヲ解 決 スル必 要 ア リテ,大 西,
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井上,元 良等31)ニヨ リ嘗テ論議サ レタリ.石 原32)

ハ眼科學上 ヨ リ讀 ミ易 ク眼ヲ疲勞 セシメザ ルヲ要

件 トシテ,横 書 片假 名文字 ヲ研究 シ,其 ノ後 ニ至

リ石原式横書片假 名文字 ヲ發表 セ リ.大 西33)ハ學

術 雜誌 ニ横書 ヲ推奨 シ,日 本 眼科學會雜誌 モ近 ク

横書式 ヲ採用 セラ レンコ トヲ希望 シ,コ レハ後 ニ

至 リ實現 セラ レタルハ衆知 ノ如 シ.美 甘34)ハ今 ヨ

リ46年 前假名 ノ組方 ト題 シ,平假 名 ノ改良 ニ就テ

稿 ヲ起 シ タル コ トア リ.尚 ホ昭和3年 國字問題 ト

題 シテ,國 字 ノ縦書,横 書 ニ就 テ論 ジ,現 時 ノ片

假名共竝 ニ平假 名ニ横書 ニ適 セズシテ,其 ノタメ

ニ新文字 ヲ製 スル トモ,或 ハ片假名 ヲ横書 ニ適 ス

ル樣ニ改造スルモ,其 ノ普及 ニ就テハ奮 ダ容易 ナ

ラザル コ トヲ主張 セ リ.次デ國字 ノ縦書,横 書 ニ關

スル問題 ハ昭和3年 日本眼科學 會第32囘 總集會35)

ノ宿題 トシテ諸家 ニヨ リ研究發表 サ レ討議 サ レタ

リ.即 チ小 口ハ左横書奬勵 ヲ述 ベ,活 字及 ビ印刷

法 ノ改革 ニ就 キ私見 ヲ發表 セ リ.船 石及 ビ佐 々木

ハ觀 念的連絡ナ キ樣形 及 ビ片假名文字 ヲ縦横 ニ配

シ,之 ヲ通覽 スルニ要 スル時間及 ビ其 ノ正確度 ヲ

測定 シ,一 般 ニ横列 ノ有利 ナルヲ證 セ リ.而 シテ

兩者 ノ差 ハ生 トシテ可讀視野及 ビ單位時間内ニ,

活字 ヲ同 時ニ判 ジ得 ル視野 ノ水平 ニ廣 ク,垂 直 ニ

狹 キタメ起 ルコ トヲ證 セ リ.井 上ハSnellen氏 鈎

ノ6「ボイ ン ト」大 ノ活字 ニ種々 ノ配列 ヲ施 シ,或

ハ縦ニ,或 ハ横 ニ讀 ミ,讀破時間 ヲ檢 シタルニ,別

ニ眼科學上 ノ根本的障碍 ヲ見 出ス能 ハズ,將 來左

横書 ノ勝 レルモ ノ トナルベキ結果 ヲ得 タリ.宮 下

ハ5號 活字 ノ一列30字 ヨ リナル文章 ヲ讀マ シメ,

片假 名ハ横書 印刷 ニ適 シ,平 假名 ハ縦書 印刷 ニ適

スベキヲ主張 シ,同 氏 ノ實驗 ニテ片假 名 ノ横書 ニ

際 シテ縦書 ニ比 シ優 レタル成績 ヲ示 サザ リシハ,

大多數 ノ被檢者 ニ於テ横書印刷 ノ讀書 ニ不慣 レナ

ル爲ナルべ ク,之 ハ練 習ニ ヨリテ優良 ナル成績 ニ

到達 スルナ ラム ト述 ベ タ リ.岡 島ハ片假名,平 假

名文章 ニ就テ,縦 書,横 書 ノ時間的可讀 性 ヲ考究

シ,可 讀時間何 レノ場合 ニテモ横書 ノ場合短縮 セ

ルヲ認 メ タリ.廣 瀬ハ讀書 時ニ要 スル時間的關係

及 ビ其 ノ誤讀 率ニ關シテ實驗 セルニ,片 假名,平

假 名共ニ横書 ニ比 シ縦書 ニ於 テ,讀 書 ノ所要時間

比較的快速 ナ リキ.而 シテ假名文字 ノ横書應用 ニ

際 シテハ,之 ヲ横組式 ニ改良 スベ キヲ主張 セリ.

討論 ニ於 テハ,横 書 ニ賛 スルモ ノ,或 ハ之ニ反對

スルモノモア リタルモ,大 體 横書其 ノモ ノハ之 ヲ

奨勵 スベ ク,特 ニ横組式 ニ改良 スベキ意見 ノ傾向

ア リキ.其 ノ後大塚30)ハ教科書 ヲ左横書 ニスベキ

カ,或 ハ縦前 ノ如 ク右横書 ニスベ キ カ ニ 就 テ 論

及 セ リ.

以 上 ノ文 獻 ヲ通 覧 ス ル ニ讀 字 速度 ト照度 ノ

關 係 ニ就 テ 晝 光 ト人工 照 明 ニ於 テ精細 ニ比 較

セル モ ノ殆 ドナ ク,且 晝 光照 明 ニ於 ケ ル照 度

測 定及 ビ其 ノ變 動 ヲ除 去 スル ハ極 テ難 事 ナ ル

モ,幸 第1報 ニ報 告 セル ガ如 キ比 較 的 簡 便 ニ

シテ 正確 ヲ期 シ得 ラル ル 方法 ヲ識 リタ ル ヲ以

テ,電 燈 照 明 ノ外 ニ晝 光照 明 ニ於 テモ コノ問

題 ヲ實驗 シ,且 實 際 問 題 トシテ適 當 照 度 ヲ決

定 セ ン ト試 ミタ リ.假 名 文 字 ノ横 書縦 書 ニ於

ケ ル問 題 ニ就 キ テ モ,照 明 ヲ充 分考 慮 シ,種

々ナ ル照 度 ニ於 テ施 行 シ,瞬 間 露 出器 ヲ使 用

シタ ル ガ如 サ モ ノ之 無 キガ如 シ.元 來 讀 書 ニ

於 テ ハ行 ノ縦 横 ヲ論 ゼズ 一語 ヨ リ一語 ニ,一

字 ヨ リ一 字 ニ 移 ル ガ 如 ク 小 ナ ル 跳 躍 運 動

(Sprung)ヲ 以 テ ス ル モ ノニ シテ,例 之 文 字

ノ大 サ,間 隔及 ビ個 人的 差 異 等 ニ ヨ リテ異 ル

ナ ラン モ,余 ノ採 用 セシ ガ如 キ大 サ ノ假 名 文

字 ノ讀 書 ノ際, 2字 或 ハ3字 ヲ 同 時 ニ網 膜 ニ

映 ゼ シ メ,視 細 胞 ニ感 ジ,更 ニ視 中樞 ニ至 リ

何 物 ナ ル カ理 解 サ レ,以 テ次 ノ語 句 ニ移 ル モ
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ノナ リ.故 ニ コ ノ單 位 刺 戟 トモナ ル ベ キ2字,

 3字 ノ如 キ少數 文字 ニ對 スル 讀 字 速 度 ヲ考 究

スル ハ又 讀 字 能 力 ニ對 スル重 要 ナル 基 礎 トナ

ル ベ キモ ノ ト云 フ ベ シ.茲 ニ於 テ余 ハ電燈 照

明 ニオ ケ ル種 々 ナル照 度 ニ テ,假 名 文 字 ノ縦

書,横 書 ニ對 ス ル讀 字 速 度 ヲ實 驗 セ ル ナ リ.

第3章　 本 問題 ニ 關 ス ル 諸 要素 ニ就 テ

余 ノ測 定 セ シ讀 字速 度(Lesegeschwindig

keit)ハ 一面 ニ於 テ認 識,注 意 力 ノ試 驗 トモ稱

ス ベ ク,且 感 覺 時 間 或 ハ反 應時 間 等 ニ モ關 係

ス ベ キ ヲ以 テ,實 驗 施 行 ニ當 リテ先 ヅ之 等 ニ

關 ス ル諸 要素 特 ニ心 理 學 的 要素 ヲ考 察 シオ ク

必 要 ア リ.

第1節　 照 度

本 問題 ニ對 シテ照度 ガ重 要 ナ ル1要 素 ナ ル

ハ 勿論 ニ シテ,茲 ニ注 意 セザ ルベ カ ラザ ル ハ,

光 源 ノ種 類,照 度 ノ單 位 ノ選 定,照 明 ノ方法

及 ビ照度 ヲ變 ズ ル方 法 等 ナ リ.

第1項　 光 源 ノ種 類

光源 ノ種類 トシテ蝋燭,石 油「ランプ」瓦斯燈等

古 ク使用 サレタルモ,現 今ハ多 ク白熱電燈特 ニ金

屬纎條電燈使用 サルヲ以テ,余 ハ之 ヲ使用セ リ.

白熱電燈ハ一般 實驗 ニオケル照明用光源 トシテ電

壓 ヲ一定 スルコ ト二ヨリ光力平等ナ ラシムル事 ヲ

得ルモ,太 陽光線ハ光源 トシテハ申分ナキモ其 ノ

光力 ノ動揺甚 シキ ヲ以 テ,一 定照度 ヲ得 ル事 ハ極

テ至難 トス.然 レ ドモ第1報 ニテ報告セ シガ如 キ

方法 ニヨ リ,短 時間 ニ於 ケル變動 ヲ知 ル ヲ得 ベ

ク,且 天候,環 境 ノ影響等 ニ注意 セバ或 程度迄 其

ノ變動 ヲ僅少ナ ラシムル ヲ得 ベ ク,大 體 ニ於 テ電

燈照明時 ノ成績 トノ比較 ニ供 シ得ベ シ.

第2項　 照 度 ノ單 位

照 度 ノ單 位 ヲ明 確 ニ シ オ クハ,其 ノ絶 對値 ヲ知

ル 上 ニ於 テ,又 實 際 問 題 ニ應 用 スル場 合,或 ハ 他

ノ文獻 成 績 ト比 較 スル 場 合 ニ重 要 ナ ル モ ノナ リ.

余 ハ 獨 逸 燭 ノHefner燈 ニ基 クHefner燭(HK)

ヲ採用 シ,照 度 ハHefnerlux (HLx)ヲ 以 テ 示 セ

リ.

第3項　 照 明 方法 及 ビ照度 ヲ變 ズル 方 法

視標面 ノ照 明ニ當 リ,最 モ重要 ナル ハ眩輝 ノ除

去 ナ リ.眩 輝 ヲ惹起 セ シムルガ如 キ場合ニハ其 ノ

成績ハ結局眩輝 ノ影響 ニヨ リ隠蔽サ レ終ル コ トモ

亦可能ナルベ シ,故 ニ電燈 ハ艶消電球 ヲ使用 シ,

之 ヲ暗箱中 ニ納 メ,光 源及 ビ ソレヨ リ散光 スル光

線 ノ視野中 ニ存在 セ シメザ ル樣 ニ装置 セ リ,晝 光

照 明ニオイテ,電 燈照 明法 ノ場合 ト全 ク同一 ニナ

スコ トハ殆 ド不可能 ナル ヲ以 テ,可 及的夫 レニ類

似 ノ照明 ヲ作ルべ ク,窓 ノ位置 ト被檢者 ノ位置 ヲ

考 慮シ,布 幕 ヲ使用 シテ光線 ヲ擴散 セシメ タリ.

照度 ヲ變 ズル方法即 チ種 々ナル所要照度 ヲ得 ル

ニハ種々 ノ方法 ア リ.第1,種 々ナル 光度 ノ光源

ヲ使用 スル法,第2,電 壓 ヲ變化 スル法,第3,光

源 ノ距離 ヲ増減 スル法,第4,「 プ リズム」ヲ用 フ

ル法等アルモ,之 等 ノ方法 ノ ミニテハ如何 ニ注意

ヲナスモ理論上視標面照度 ヲ推定 ス ル モ ノ ナ レ

バ, Ferree及 ビRand30),鈴 木11),廣田12),白 玖13)

等 ノ如 ク視標 面照度 ヲ直接正確ナル光度計或 ハ照

度計 ニテ測定 セザ ルベカラズ.余 ハ白玖 ノ如 ク光

源 ノ光度及 ビ照度 ハBechsteinノ 交照光度 計及 ビ

Weberノ 光度計 ヲ使用 セルモ,元 來1箇 ノ 光源

ヲ以テ距 離ヲ増 減スル方法 ヲ以 テセバ,光 源 ノ餘

リニ視標 面ニ接近 シ,或 ハ被檢者 ノ後方 ニアル時

ハ,眩 輝 ヲ避 ケ難 ク,且 被檢者 ノ頭部 ノ影 ヲ生 ズ

ル等 ノ缺點アル ヲ以テ,余 ハ數 箇 ノ光 カヲ異 ニス

ベキ電球 ヲ使用 シ,可 及的眩輝等 ヲ防 ギ得 ラルル
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略 ボ同 一 位置 ニ光 源 ヲア ラ シム ル 必要 ノ タメ特 ニ

次 ノ方 法 ヲ構 ゼ リ.例 ヲ擧 ゲ テ 説 明 ス ル ニ,

 10Wattマ ツ ダ(Mazuda)艶 消 電球 ニ テ 一定 電

壓90 Voltノ 時, 10 HLxノ 視 標 面 照 度 ヲ 得 ンニ

ハ,先 ヅWeberノ 光 度 計 ニテ 照度 測 定 ニ 當 リ照

度 計算 ニ 使用 ス ベ キ公 式

J=C10000/
γ2(C´ ハ 恒 數, γハ 光度 計 ノ讀 ミ)

ヨ リシテ,作 ラ ン トス ル照 度

10HLx=
10000/ƒÁ2=0.274410000/ƒÁ2

ナ ル ヲ以 テ,所 要視 標 面照 度10 HLxノ 時 ノ光 度

計 ノ讀 ミγ ノ値 ヲ求 ム ル コ トヲ得 ベ シ.

ƒÁ=•ã2744.26/

10=16.57

即チ光度計 ノ讀 ミ16.57ニ 固定 シ 置キ,光 源ヲ入

レタル暗箱 ヲシテ,設 置 セル 軌道上 ヲ滑走 セ シ

メ,視 標 面ヨ リノ距離 ヲ加減 シ光度計視 野 ノ平衡

ヲ求ムル時ハ10 HLxノ 視標面照度 ヲ得べ ク,光

源 ノ視 標 面 ニ對 ス ル位 置 ヲ決 定 ス ル コ ト ヲ 得 べ

シ.斯 ク シテ種 々 ノ光 力 ヲ與 ヘ ル ベ キ電 球 ヲ使 用

シテ, 5, 10, 20, 30, 50, 100, 300 HLx等 ノ照 度

ヲ作 ル ヲ得 タ リ.晝 光照 明 ニ於 テ ハ前 述 ノ如 ク布

幕 ヲ使 用 シ,晴 天,雨 天,一 樣 ニ曇 レ ル曇 天 時 ヲ

選 ビ,且 多少 視 標面 ノ窓 ノ位 置 ヲ變 更 シ,第1報

ニテ 報告 セ ル ガ 如 クWeberノ 光度 計 ノ 黄 色 硝 子

板 使 用 測 定法 及 ビBechsteinノLuxmeterノ 併

用 ニヨ リ,簡 單 ニ正確 ニ且迅速 ニ照度 ヲ測定 シ,

以 テ短 時間ニオ ケル變動少 ナ シ ト認 メ得 タル5,

 10, 20, 30, 50, 200, 300 HLxノ 視標面照度 ニ 於

テ實驗 セ リ.

第2節　 被 檢 者 ノ選 擇

本 實驗 ノ被 檢者 トシテ ハ先 ヅ正常 眼 者 ニ就

テ行 フ ハ論 ヲ待 タ ザ ル モ,尚 ホ異 常 眼 者 ニ就

テ モ之 ヲ行 ヒ參 考 トナ ス必 要 ア ルベ シ.被 檢

者 トシテ本 實 驗 ニ重要 ナ ル ハ,智 力 及 ビ其 ノ

人物 ニ シテ,特 ニ實驗 ニ對 スル 公平 ナ ル 理解

アル モ ノ ヲ選 擇 ス ル ハ,實 驗 成 績 ニ大 ナル影

響 アル モ ノ ナ レバ,之 ニ最 モ適 シタ ル當 教 室

職 員,研 究者 自身 ヲ用 ヒ,其 ノ他 雇 人 中適 當

ナ ル モ ノ1名 ヲ得 タ ル テ以 テ之 ニ加 ヘ タ リ.

婦 人1名 ニ於 テ ハ遠 視 眼 ヲ認 メ,心 理 學 的 ニ

モ不適 當 ナ ル ヲ認 メタ ル ヲ以 テ,タ ダ參 考 ト

シテ1實 驗 ヲ施 行 セル ニ止 メタ リ.尚 ホ注 意

ス ベ キハ被 檢 者 ト檢 者 ノ公平 ナ ル精 神 上 ノ融

和 ナ リ トス.

余 ノ被 檢者 男 子5名 ハ一 般 ニ肉體 的,精 神

的 異 常 ナ キ者 ニ シテ,其 ノ眼 診 査 成績 ヲ示 セ

バ第1表 ノ如 シ.

第1表　 被 檢 者 眼 診 査 成 績 表
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第3節　 實驗 ノ期 日及 ビ持續時間

實驗 ハ殆 ド冬期中ニ於テ遂行サ レタルヲ以

テ,室 温ノ影響ヲ考慮 シ,視 標面照度ニ影響

セザル樣瓦斯煖房装置ヲ施 シ,有 害瓦斯發生

ヲ除ク爲 メ煙突ヲ附セリ.實 驗ハ午前10時

ヨリ午後4時 迄 トセリ. Stroer16)ノ云フガ如

ク食事直後ハ.消 化器官ニ充血ヲ來 シ,身 體

ノ外部特 ニ頭部ニ貧血ヲ生ジ,視 機能ニ影響

スルヲ以テ之 ヲ避ケタリ.長 時間ノ實驗續行

モ亦疲勞ノ如 キ障碍ヲ釀スヲ以テ其 ノ持續時

間ヲ短縮 スルタメ數種 ノ實驗 ヲ施行 スルヲ排

セリ.

第4節　 眼 ノ 調 應

被 檢 者 ノ眼 ノ調 應状 態 ヲ恒 常 ニ シオ ク ハ,

コ ノ種 ノ暗 室 内實驗 ニテ モ 必 要 ナ ル モ ノ ナ

リ.暗 室 内調 應 時 間 ニ 關 シテ ハH. Cohn15)

ハ5-10分 間 之 ヲ行 ヒ,小 口10)ハ15分 間,鈴

木11)ハ30分 間 之 ヲ行 ヘ リ.尚 ホ 鈴 木 氏 ハ 視

標 面照 度 ノ 變 ズル毎 ニ 其 ノ照 度 ニ20分 間 宛

調 應 テ行 ヘ リ ト云 フ.又 青 木36),平 山37)等 ニ

ヨル モ5分 間 以上 ノ暗 調 應 ヲ行 フ必 要 アル ベ

ク,廣 田12),白 玖13)等 ハ15分, 10分 間 暗 調

應 ヲ行 ヘ リ.

次 ニ鈴 木 氏 ノ行 ヒタ ルガ 如 ク各 照 度 ニ調 應

ヲ行 フベ キ カ,或 ハ常 ニ同 一 ノ暗 調 應 ノ状 態

ヨ リ實驗 ヲ開 始 ス ベ キ カ ニ就 テ ハ研 究 スベ キ

餘 地 ヲ存 スル モ,本 實 驗 ノ如 キ性 質 及 ビ其 ノ

目的 ニ對 シテ ハ前 者 ノ 方 適 當 ナ ラ ン ト思 推

シ,余 ハKorff-Petersen及 ビM. Ogata等

及 ビStroerニ 倣 ヒ 視 標 面 照 度 ニ調 應 セ シメ,

且 長 時 間 暗 室 内 ニ滞在 スル ハ疲 勞 シ易 キ ヲ顧

慮 シ約10分 間 トセ リ.

第5節　 眼 ノ調 節 及 ビ輻 輳

竹村38),荻 野39),佐 藤40)等 ノ研 究 ニ ヨル ガ

如 ク調 節 ノ際 ニ ハ一定 ノ時 間 ヲ要 スベ キ モ ノ

ナ リ.故 ニ兩 眼 ヲ一 定 度 輻 輳 シテ,其 ノ角 度

ニオ ケル最 短 ノ調 節距 離 ニ ナル 一點 即 チ其 ノ

輻 輳 角 ニ對 スル 比較 近 點,換 言 セバ 兩眼 近 點

ヲ決 定 シ,輻 輳 ニ ヨ リ單 一 ニ見 得 ル 兩眼 ノ 明

視 距 離 ヲ豫 メ個 人 的 ニ 一定 照 度 ニ對 シテ決 定

シオ ク コ ト必 要 ナ リ.本 實 驗 ニ於 テ,豫 メ視

標 ノ露 出 スル所 ニ 目標 ヲ附 シオ キ,其 ノ箇 所

ニ調 節,輻 輳 シオ ク ト否 トハ大 ナル 影 響 アル

モ ノナ リ.コ コニ注 意 ス ベ キ ハ調 節 ガ 健 全 ナ

リ トモ,輻 輳 不 全 又 ハ外 斜 位 等 ヲ有 スル場 合

ニハ,兩 眼 近 點 ニ變 動 ヲ發生 スル コ トナ リ.

第6節　 實驗 装 置機 械 ニ對 ス ル

檢 者 ノ熟 練

本 實 驗 ニ使 用 セル瞬 間 露 出 器 及 ビ測 時 計 等

ハ,後 述 スル ガ如 ク其 ノ構 造 微 細 ニ シテ,極

テ其 ノ使 用 法及 ビ調 整 等 ハ困 難 ナ ル モ ノ ニ シ

テ,熟 練 セザ ル時 ハ測 定 ノ正確 ハ期 シ難 ク,

實 驗 成績 モ採 用 シ得 ラ レズ.中 村41)モ 此種 ノ

機 械 ノ取扱 ニ甚 シク苦 心 シ,長 時 日 ヲ要 シ テ

遂 ニ機 械 ヲ使用 シ得 タル ヲ述 ベ タ リ.

第7節　 視 標

視 標 トシテ使 用 スべ キ文字 ハ先 ヅ漢 字.假

名 文 字.數 字(算 用數 字)等 考 ヘ ラル.茲 ニ考

究 スベ キ ハ.文 字 ノ字 體.大 サ.形.字 劃 等

ニ ヨ リテ其 ノ認 識 ニ難 易 ヲ生 ズ ル コ トナ リ.

コ レヲ除 去 セ ンニハ.常 ニ同 一文 字 ヲ使 用 セ

バ 可 ナ ル モ.直 ニ記 憶 スル コ トニ ヨ リテ採 用

ス ル能 ハ ズ.元 來領 解 ノ完全 ニ行 バ レル ニ ハ

外 來 刺 戟 ニ ヨ リテ生 ズ ル知 覺 像 ガ 一定 ノ鮮 明

165



2496 桑 原 一 郎

度 ニ達 ス ル コ トヲ要 ス ル外 ニ,コ レガ 更 ニ既

存 ノ精 神 内容 中 ニ編 入 セ ラル ル ヲ要 スル モ ノ

ニ シテ,外 來 刺 戟 タ ル文 字 ノ認 識 ノ完全 ニ行

ハ レル ニ ハ,文 字 ニ ヨ リテ生 ズル網 膜 像 ガ 一

定 ノ鮮 明 度 ニ達 シ,既 得 ノ觀 念 即 チ追 想觀 念

ト共 鳴 スル コ トニ ヨ リテ,始 テ認 識 サ レル モ

ノナ リ.コ ノ追 想觀 念 ハ如 何 ナル機 轉 ヲ トル

ヤ ニ就 テ ハ,一 度 意 識 内 ニ入 リ シ印 象 ハ 一 定

期 間 識 域下 ニ 其 ノ痕 跡 ヲ止 ム,此 殘 跡 即 チ潜

在 觀 念 ハ後 來或 ハ偶 然 ノ聯 想 ニ ヨ リテ追 想 觀

念 トシテ識 域 上 ニ再 生 セ ラル ナ リ.コ ノ印象

保 有 ノ強 サ及 ビ永 サ ハ,其 ノ印 象 ノ明晰 ニ領

解 セ ラル ル ト否 ト,及 ビ其 ノ印象 ガ爾 餘 ノ意

識 内容 ト共 鳴 スル範 圍 廣 キ ト否 トニ關 スル コ

ト勿論 ニ シテ,更 ニ最 モ深 キ關係 ヲ有 スル ハ

同 一 印象 ガ 反復 領解 セ ラ レオ ル ヤ否 ヤ ナ リ.

故 ニ新 シ キ印象 ノ智覺 ハ,吾 人 ノ精 神 内 ニ之

ト共鳴 ス ベ キ既 得 ノ觀 念殊 ニ新 印象 ト同種 ノ

觀 念 ガ多 數 ニ存 スル ホ ド完全 ニ 行 ハ ル ル ナ

リ.

以上 ヨ リ シテ國字 ヲ考 察 ス ル時 ハ,漢 字 ハ

最 モ認 識 困難 ニ シテ,其 ノ種 類 ニ ヨ リテ難 易

ヲ生 ズ ル 事 多 ク,且 認 識 錯 誤 ヲ起 ス 場合 多

シ.之 ニ反 シ,假 名 文 字 ハ認 識 シ易 ク漢字 ニ

比 シ夫 レ ト類 似 ノ文 字尠 ク認 識錯 誤 ヲ起 ス コ

ト尠 シ.更 ニ數 字 ハ其 ノ種 類 少數 ニ シテ,之

ト共 鳴 スベ キ既 得 ノ觀 念 強 ク永 ク保 有 サ レオ

リテ認 識 最 モ客 易 ニ シテ,讀 ミ誤 リモ尠 ク,

大體 如 何 ナ ル數 字 ガ如 何 ナ ル數 字 ト讀 ミ誤 ル

ヤ ヲ略 ボ知 ル事 ヲ得 べ シ. Korff-petersen及

ビM. Ogata及 ビ余 ノ豫 備 實 驗 ニ ヨル モ1, 2,

 4, 7ハ3, 5, 6, 8, 9ヨ リ認 識 シ 易 ク, 0ト9,

 3ト8, 6ト5ハ 互 ニ讀 ミ誤 ル傾 向 ア リテ,夫

以 外 ノ讀 ミ誤 リハ稀 ナ リ.之 等 ノ數 字 ヲ2字

或 ハ3字 ニ適 當 ニ組 合 セタ ル モ ノ ヲ多 數 作 ル

時 ハ實驗 中 ノ記 憶 ヲ モ避 ケ得 ラル ベ ク,且 本

實 驗 ニオ ケ ル視 標 トシテ最 モ適 セ ル モ ノナ ラ

ン ト推 ス.假 名 文 字 視 標 ニ於 テ モ,石 原42)ノ

研 究 ニ ヨル ガ如 ク,多 少 其 ノ種類 ニ ヨ リテ認

識 ニ難 易 アル ヲ以 テ， コノ點 ヲ モ顧 慮 シ適 宜

ニ意味ナキ様3字 ニ配列セルモノヲ多數使用

セ リ,カ カル 無 意味 ノ配 列 ニ テ モ,尚 ホ且 同

一視 標 ヲ反復 連 續 シテ使 用 スル時 ハ,被 檢 者

ノ記 憶 スル ヲ認 メ,一 度 視 標 ヲ記 憶 ス ル時 ハ

3字 中 ノ1字 ヲ認識 シ得 タ ル ノ ミニ テ 全 視 標

ヲ讀 ミ得 ル ノ傾 向 ヲ屡 々 目撃 セ リ.コ ノ實 驗

中 ニ於 ケ ル視標 ノ記 憶 ハ 最 モ重 要 ナ ル要 素 ナ

リ.數 字 視 標 ニ テハ 此 點大 ニ優 レ リ.コ レハ

數 字 ニ於 テ ハ,假 名文 字 ノ場 合 ト其 ノ趣 ヲ異

ニ スル モ ノ ニ シテ,數 字 ノ1字1字 ニ對 シテ

ハ吾 人 ノ ソ レニ對 スル潜 在 觀 念旺 盛 ニ シテ,

其 ノ一 瞥 ヲ以 テ 直 ニ認 識 シ得 ル モ ノ ナ ルガ,

 2字 及 ビ3字 ノ如 キ配 列 ニ オ イ テ ハ,ソ ハ數

量 ヲ表 現 スル モ ノナ レバ,吾 人 ハ數 量 トシテ

認 識 スル時 ハ記 憶 ハ甚 ダ 困 難 トナ ル モ ノ ナ

リ.或 ハ特 種 ノ場 合 即 チ其 ノ年 齢 ニ相 當 セ ル

數 字 ノ如 キ或 ハ又 個 人的 ニ記憶 セル 番 號 ノ如

キ或 ハ 一般 ニ西 洋 人 ニ對 スル「13」ノ如 キ ハ例

外 ナ リ.假 名文 字 ニ於 テ無 意 味 ニ配 列 シタ リ

ト難 モ,其 ノ場 合 ニ ハ何 ニ カ既 得 ノ潜 在 觀 念

中 ノ他 ノ有 意 義 ノ文 句 ニ,一 脉 ノ相 通 ズル モ

ノ アル カ,或 ハ餘 リニ怪 異,珍 妙 ナ ル 文 句 ナ

ル カ,或 ハ3字 中2字 ニ對 ス ル潜 在 觀 念 ノ多

ク存 ス ル爲 メ ナ ル カニ ヨ リテ記 憶 シ易 キ モ ノ

ナ ラ ン.

尚 ホ無 意味 ノ配 列視 標 ヲ餘 リ多 數 讀 マ シ ム
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ル時ハ,其ノ單調ニヨル制止作用ヲ惹起スニ

場合アルモ,本實驗ノ如キ短時間ノ場合ニハ

憂慮スルニ足 ラズ.

第8節　 注 意 力

注 意 ハ無數 ノ潜 在觀 念 中 ヨ リ外 界 ノ刺 戟 ト

共 鳴 ス べ キ觀 念 ノ ミヲ意 識 ノ識 域 上 ニ喚起 セ

ン トス ル精 神 的努 力ニ シテ,總 テ感覺 時 間,

反應 時 間 或 ハ本實 驗 ノ如 キ場合 ニハ,注 意 ノ

緊 張 ヲ必 要 トシ,之 ニ ハ被 檢 者 ハ,眼 筋 ノ緊

張,視 標 露 出部 ニ相 當 ス ル 目標 ヲ凝 視 シ黄斑

部 視 ヲ ナ シオ ル事,呼 吸 ノ一 時 停 止,瞬 目ノ

廃 止 等 ガ必要 ナ リ.尚 ホ正 ニ露 出 セ ン トス ル

文 字 ヲ認 識 セ ン トス ル 事 以 外 ニ 無關 心 ナ ル

注 意 固定 ノ心境 ヲ必 要 トス. Oehrwall43),

 Sundberg44), R. Simon45), E. Marx及 ビ

W. Trendelenburg46)等 ニ ヨ レバ,眼 ヲ1ツ

ノ凝 視 點 ニ永 ク固定 ス ル コ トハ 不可 能 ニ シテ

急 速 ニ眼 球運 動 ヲ來 ス.又Barany47)ノ 研 究

ニ ヨ レバ 常 ニ同 一場 所 ヲ凝 視 シ,且 短 時 間 夫

レヲ固定 シオ ル場 合 ニ ハ,其 ノ場 所 ニ殘 像 ト

シテPurkinje氏 ノ 血 管 像 ガ 生 ズ ル ナ リ.故

ニ實 驗 ノ前 ニ餘 リ長 時 間 目標 ヲ凝視 セ シム ル

コ トヲ避 ケ ザ ル べ カ ラズ.一 般 ニ注 意 ノ緊 張

ハ 速 カ ニ弛 ム モ ノ ニ シテ,更 ニ視標 面 露 出 ノ

際,機 械 ノ音 響 等 ニ ヨ リ注 意 ノ轉 向 ヲ來 スヲ

以 テ,被 檢 者 自身 ヲ シテ露 出 器 ノ開 閉 ヲナサ

シ メ,自 己 ノ注 意 ガ最 大緊 張 ニ到達 シ丁 度 適

當 ナ リ ト感 ジタ ル瞬 間 ニ露 出器 ヲ開 ク様 ニ電

鍵 ヲオ ス ベ ク命 ズ ル ヲ ヨ シ トス.カ カ ル條 件

ノ 元 ニ觀 察 セ シムル 時 ハFrohlich47)モ 記 述

セ ル ガ如 ク被 檢 者 ハ何 等 困 難 ヲ感 ゼザ ル モ ノ

ナ リ.注 意 ノ緊 張 ハ 感覺 時 間,讀 字 速度 ノ測

定 等 ニ甚 大 ナ ル影 響 アル モ ノ ニ シテ,且 注 意

ハ 自覺 的 ノモ ノ ニ シテ,實 際 的 ニ注意 ノ程 度

ヲ測 定 ス ル コ トハ不 可 能 ナ リ.注 意 ハ又 疲 勞

ノ際 ニ其 ノ減 退,散 漫,制 止 等 ヲ起 ス ベ ク,

其 ノ内 ノ 自發 性 ニ注 意 ノ方 向屡 々 換 スル コ

ト輕 度 ナ ル散 漫 ノ状 態 ニ於 ケル ガ如 ク,其 ノ

際 注意 ハ如 何 ニ努 力 スル モ,一 事 ニ持 續 固 著

ス ル コ ト能 ハザ ル モ ノナ リ.

第9節　 疲 勞

疲 勞 ハGriesbach48), Offner49)等 ニ ヨ レバ,

吾 人 ノ作 業 能 力 ノ低 下 ニ シテ, Czerny50)ハ 原

因 ノ轉 向 ニ ヨ リテ容 易 ニ影 響 サ レル1種 ノ 自

覺 的感 覺 ナ リ ト云 ヒ, Neumann52)ニ ヨ レバ,

肉 體 的 精 神 的作 業 能 力 ノ低 下 ヲ來 ス生 活機 關

ノ一 般 状態 ニ シテ,主 觀 的 ニ ハ意 識 ノ一 般變

化 ナ リ ト云 ヘ リ.疲 勞 ニ ハ肉 體 的,精 神 的 疲

勞 ア リデ,其 ノ程 度 ニ ヨ リ疲 勞,過 勞,困 憊

等 ニ區 別 サ ル ベ シ.疲 勞 時 ニ ハ結 膜 ノ充血,

眼部 ノ壓 迫 感, Angenflimmern等 ヲ生 ジ,更

ニ眼 ノ調 節領 ノ減 退,輻 輳 及 ビ凝 視 ノ困 難,注

意 力 ノ減退 等視 機 能 ノ障 碍 ヲ釀 シ,實 驗結 果

ニ影 響 スル コ ト甚 大 ニ シテ,特 ニ精 神 的 心 理

的 ニ原 因 セル疲 勞 ハ今 日尚 ホ客 觀 的 ニ 明確 ニ

測 定 スル コ ト不 可能 ナ ル ヲ以 テ,可 及 的 其 ノ

影 響 ヲ避 ケザ ル ベ カ ラズ.疲 勞 ハ實 驗 ノ間 ニ

間 隔 ヲオ キ休 息 セ シム ル コ ト,或 ハ一 實 驗 ノ

時 間 及 ビ囘數 ヲ減 ズ ル コ トニセヨ リ避 ケ ラル ベ

ク,新 シキ實驗 施 行 ニ際 シテ練 習 セ シム ル コ

トニ ヨ リ輕 減 サ ル ベ シ.吾 人 ハ 又暗 室 内 ニ長

ク滞在 スル時,或 ハ「タ イ ブ ラ イタ ー」,讀 書

等 ノ直 後 ニ於 テ,疲 勞 ニ ヨル注 意 散漫 等 ノ障

碍 ヲ屡 々 目撃 セル モノ ナ リ.前 日ニ オ ケ ル 睡
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眠 不 足 及 ビ飲 酒 等 ニ ヨル疲 勞,或 ハ過 勞及 ビ

困 憊 ヲ來 タ セル場 合 ニ ハ充 分 ナ ル睡 眠,休 養

ヲ採 ル モ尚 ホ疲 勞殘 存 セル 場合 ア リ.

第10節　 練 習

被檢 者 ノ實 驗 ニ對 ス ル練 習 ノ影 響 モ亦 見 逃

シ得 ザ ル モ ノニ シテ,實 驗 ノ進 行 ニ ヨ リ被檢

者 ノ慣 レル ニ從 ヒ成 績 良效 トナ ル ハ,多 ク ノ

人 ノ認 メタ ル トコロ ニ シテ,先 ヅ豫 備 實 驗 ヲ

施 行 シ,上 述 ノ種 々 ノ影響 ヲ吟 味 ス ル ト共 ニ,

練 習 ヲナ サ シム ル コ トハ コノ種 ノ實 驗 ニ多 ク

ノ學 者 ノ採 用 セ ル方 法 ニ シ テ,練 習 ニ ヨ リテ

視 機 能 ノ上 昇 ヲ 來 シ, Hazelhoff53)ノ 經 驗 シ

タ ル ガ如 キ實 驗 中機 械 ノ音 響 ニ ヨル注 意 ノ轉

向,或 ハ瞬 目 ノ影響 ヲ除 去 スル ヲ得 ベ シ.練

習 ノ 期 間,囘 數 ニ對 シテ ハ個 人 ニ ヨ リテ差異

ア リテ,或 者 ハ僅 ノ期 間 ニ テ熟 練 シ採 用 スベ

キ成績 ニ達 シ,或 者 ハ 尚 ホ完 全 ナル熟 練 ニ達

スル ニ長 時 間 ヲ要 ス ルベ シ.要 ス ル ニ被 檢 者

全 體 自信 アル 域 ニ達 スベ ク充 分 ナ ル練 習 ヲナ

サ シム コ ト必 要 ナ リ.

以 上 ノ外 ニ心 理學 的 ニ意 思,感 情,氣 分,

努 力等 ノ影響 ヲ顧慮 スル餘 地 ナ シ トセズ.

第4章　 實 驗 方 法

第1節　 實 驗 装 置

余 ノ採用 シタル實驗装置 ハ,瞬 間露出器53)(Ta

chystoskop), Kontrollhammer, Hipp氏 測時計

(Chronoskop)ヨ リナ リ,山 越工作所 ニテ 作製サ

レタルモ ノナ リ.

瞬間露 出器 ノ構造ハKorff-Petersen及 ビM.

 Ogata氏 等 ノ研究 ニ使用サ ンシモ ノノ如 キ「絞 リ」

ノ開閉 ニヨラズシテ,刺 戟面 ノ露出ハ2枚 ノ落下

覆 ニヨ リテ行ハ レ,前 方 ノモ ノハ窓 ノ直後 ノ位置

ニ 鈎 ニ掛 ケラ レ,電 流 ヲ通 ズ レ バ,電 磁 石 ニ ヨ リ

鈎 ハ引 カ レ,覆 ハ 落下 シ,刺 戟 面 ヲ露 出 ス.其 ノ

背 後 ニ ア ル他 ノ覆 モ電 磁 石 ニ吸 引 サ レ オ リテ,電

流 ノ遮 斷 ト同 時 ニ落 下 シテ 窓 ヲ閉 ヅ.コ ノ2枚 ノ

落下 覆 ノ 後 方 ニ接 シ 刺 戟 面 挿 入 器 ア リテ,露 出

器 ノ 背 面 ノ扉 ヲ 開 キテ,視 標 ヲ 挿 入 シ 得 ベ シ.

 Kontrollhammerハ 其 ノ調 節 ニヨ ツテ 長 短 任意

ノ時 間 ノ視 標 露 出 ヲ可 能 ナ ヲ シ ム ル モ ノ ニ テ,

 Hipp氏 測 時 計 ハ 刺 戟 面 露 出 ノ時 間 ヲ 測 定 ス ル モ

ノニ シテ, 1/1000秒 ヲ單 位 トスル 時 間 ヲ測定 シ得

ル ナ リ.

今 測 時 計 ノ紐 ヲ引 キ 齒 車 ヲ廻 轉 セ シ メ,指 針 ノ

廻 轉 ヲ可 能 ナ ル 状 態 ニ ア ラ シ メオ キ,電 鍵 ニ ヨ リ

テ, Kontrollhammerノ 落 下槌 ヲ落 下 セ シムル 時

ハ,夫 レ ハ該 器 ノ第1接 觸 子 ニ 觸 レ 電 路 ヲ構 成

シ,露 出 器 ノ窓 ハ 開 カ レ,同 時 ニ測 時計 ノ指 針 ハ

廻 轉 ヲ始 ム ベ シ.更 ニ落 下槌 ハ 下方 ノ第2ノ 接 觸

子 ニ觸 レ電路 ヲ斷 ツ時 ハ,露 出器 ノ窓 ハ覆 ハ レ測

時 計 ハ 停 止 ス.即 チ 本 装 置 ノ 完 全 ナ ル 機能 ハ

Kontrollhammer,露 出 器,測 時計 ノ3者 完全 ニ,

全 ク同 時 ニ,平 滑 ニ活 動 ス ル コ トニヨ リテ始 テ完

了 スル モ ノニ シテ,機 械 其 ノモ ノハ極 テ複 雜 ニ シ

テ,微 細ナル故障 ニヨ リテモ影響 サ レ,且 露 出時

間 ノ正確 ヲ期 シ難 キモ ノナ リ.故 ニ余 ハ長期間 ノ

練習 ヲ行 ヒ,故 障 ヲ起 シ易キ箇所及 ピ調節等 ニ就

キ詳細 ニ檢 査 シオキ タリ.尚 ホ同装置 ニ附 シアル

落下式檢定器 ニヨ リテ 測時計 ノ檢定 ヲ時々行 ヘ

リ.電 源 トシテハ7.5Voltノ 電池 ヲ使用 シ常 ニ電

流計 ニ ヨ リテ恒常 ヲ保 テ リ.

第2節　 實 驗 室

實驗室 ハ當教室 ノ大暗室 ヲ使用 セ リ.該 暗室ハ

周 圍 ノ壁 及ビ天井 等總 ヲ黒色 ニ塗 ラ レ,窓,扉 等

ニハ黒色 ノ厚 キ布製幕 ヲ使用 シ,間 隙 ヨ リノ光線

射 入ヲ防 ギ タリ.晝 光照 明 ノ場含 ニハ1箇 所 ノ窓
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ヲ開 キ,白 色布幕 ヲ使用 セ リ.

第3節　 被 檢 者 ノ讀 字 距 離

實驗ハ兩眼ニテ施行 スルヲ以テ,先 ヅ被檢者各

人 ニ就テ, 30 HLxノ 視標面照度 ニ於テ,後 述 ノ

第1號 ノ數字視標 ニ對 スル兩眼近點 ヲ決定 シオキ

タリ.コ ノ兩 眼近點ハ余 ノ場合 ニテハ何等努力 ス

ルコ トナ ク容 易ニ明視 シウル讀字距離 ヲ意味 スル

ナ リ.各 被檢 者 ノ讀字距離 ヲ示 セ バ第2表 ノ如

シ.全 實驗 ヲ通 ジテ コハ明視距離 ニ各被檢眼 ヲ常

ニ固定 セシメタリ.

第2表　 被 檢 者 ノ讀 字 距離

第4節　 實 驗 實 施

實驗開始前 ニ被檢者 ノ肉體的,精 神的故障 ノ有

無,前 日ノ過勞,飲 酒等 ノ有無,睡 眠時間等 ヲ訊

問 シ,外 眼部 ノ状 ヲ檢 シ,平 常 ト何等故障ナキ ヲ

認 メタル後暗室 内ニ來 ラシメ,眼 ノ位置 ヲ既述 ノ

距離 ニ固定 シ, 10分 間視標面照度 ノ明サ ニ調應セ

シム.調 應中ハ瞬 目,眼 球運 動 ヲ自由 ニ行 ハ シ

メ,疲 勞 スル コ トヲ避 ケタ リ.實驗開始前數10秒

ニ至ルヤ被檢者 ハ電鍵 ヲ持チ,視 標面 ノ文字露 出

部 ニ當ル目標 ヲ凝視 シ始 ム.其 ノ間 ニ檢 者ハ視標

挿入器 ニ視標 ヲ挿入 シ,落 下槌 ヲ上 ニ揚 ゲ,測 時

計 ノ齒車 ヲ廻轉 セシメ,準 備完成 シタル時ハ,檢

者 ノ合圖 ト共 ニ被檢者ハ自個 ハ注意ガ最大緊張 ニ

達 シ,丁 度適當 ト自覺 セル瞬間 ニ電鍵 ヲ押 シ,落

下槌 ヲ落下 セシメ,露 出窓 ヲ開 カシメ,以 テ視標

文字 ヲ認識 シ,窓 ノ閉 ヅル トトモ ニ測時計 ノ指針

ハ停止 シ,被 檢者ハ前 ノ認識 ニヨ リテ直 チニ呼稱

スベシ.測 時計 ハ示ス時間ハ即チ視標 ハ露 出時間

ニ シテ,又 被檢者 ガ其 ノ間ニ認識 シ讀 ミ得 ルニ至

ル時間 ヲ示 スモ ノナ リ.換 言 セバ視標文字 ヲ認識

シ音讀 シ終 リタル時間 ニア ラズ シテ,其 ノ時間 ヲ

以 テ讀 ミ得ル時間所謂讀字速度(Lesegeschwindi-

gkeit)ヲ 示 スモ ノナ リ.又 實驗 實施 ノ途 中ニ於 テ,

瞬 目或ハ注意緊 張 ノ弛 ムガ如 キ種 々 ノ故障 ノ起 リ

タル場合 ニハ,被 檢者ハ容易 ニ視標文字 ノ認識 ハ

勿論,全 然視標 面 ノ露 出 ヲ認 メザ リシコ トヲ自覺

スルモ ノナ リ.斯 ル場 合 ニハ實驗 ヲ再試 スルコ ト

トセ リ.

第5章　 實 驗 成 績

第1節　 晝 光及 ビ電 燈 照 明 ニ於 ケル

讀 字 速 度 ニ就 テ

第1項　 實 驗 ノ 目的

書 光 及 ビ電 燈 照 明 ニ於 テ,種 々ナ ル照 度 ヲ

與 ヘ タ ル視標 面 ノ文 字 ニ對 ス ル讀 字 速 度 ヲ檢

査 シ,照 度 ノ影響 ヲ窺 ヒ,最 大 讀 字 力 ヲ得 ル

最 小,最 大 ノ必 要照 度 ヲ決 定 シ,且 兩 照 明 ニ

於 ケ ル成 績 ヲ比較 セ ン トセ リ.

第2項　 照 度

照明方法及ビ照度測定法 ニ就 テ ハ既 ニ述 ベ タ

リ.實 驗 セル 照度ハ5, 10, 20, 30, 50, 100, 200,

 300, HLxニ シテ,晝 光照明 ニテハ,可 及的之等

全 部 ハ照度 ニ於テ,實 驗セ ン ト努 メタルガ,誠 ニ

困難ナルモ ノニシテ,結 局各被 檢者ニ於 テ完全 ニ

遂行 シ得ザ リキ.

第3項　 視 標

視標 トシテ印刷算用數字 ヲ採用セ リ.其 ノ大 サ

ハ,第1號 ハ長サ2.18mm幅1.14mm第2號 ハ

長サ2.91mm幅1.94mm第3號 ハ長 サ3.93mm
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幅2.25mmニ シテ, 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9,

ナ ル黒 色 印 刷 數 字 ヲ1字, 2字, 3字 ニ適 宜 ニ組 合

セ,常 ニ間 隔 ヲ一 定 ニシ,横 ニ配 列 シ,白 紙 上 ニ

貼 布 シ タル モノ ヲ使 用 セ リ.

本 實 驗 ニ使 用 セル 装 置機 械 ハ 最 大300σ(1σ=

1/1000秒)最 小90σ 迄測 定 シ 得 ラル ル モ ノニ シテ,

コ ノ範 圍 ヲ 越 ユル 時 ハ,測 定 誤 差 大 トナ ル ガ 故

ニ, 300σ-90σ ノ範 圍 内 ニテ 實驗 ノ目 的 ヲ達 セ ン

ニハ,如 何 ナ ル大 サ ノ文 字 ヲ採 用 スベ キヤ,字 數

ハ如 何 ニス べ キ ヤ ノ 問題 ニ 遭 遇 セ リ. R. Paili54)

ニ ヨ レバ,刺 戟 面 ノ認 識 ヲ阻 碍 スル 眼 球運 動 ヲ正

確 ニ 停 止 シ得 ル 適 當 ナ ル 露 出 時 間 ハ100σ-10σ

ナ リ ト云 ヘ ル モ, Messer66ハ100σ-1000σ ノ如

キ長 時 間 ノ露 出 ノ際 ニテ モ, 4-5高 々8箇 ノ刺 戟

像 ヲ認 識 シ得 ル ニ止 ル ト述 べ タ リ.余 ノ製 作 セ ル

種 々 ノ大 サ ノ1字, 2字, 3字, 4字 ニ對 ス ル豫 備

實 驗 ヨ リ推定 ス ル ニ,大 體 第1號 ノ數 字 此 目的 ニ

適 シ, 4字 以 上 ノ配 列 ハ 甚 ダ 不 適 當 ナ ル べ ク,老

視眼 ヲ有 スル婦 人被檢者 ノミ第3號 ヲ必要 トセル

ヲ略 ボ推知 スルヲ得 タリ.

第4項　 實 驗 方 法

先 ヅ一定 ノ與 ヘラレタル照度 ニ於テ. 1字 、2字,

3字 ノ視標 ノ順 ニ於 テ,露 出時聞300σ ニテ全部

讀 ミ得 タル時 ハ,落 下槌 ノ位置 ヲ變 更 シ200σ 内

外 ノ露出時間 ヲ與 へ 次デ110σ 内外 ヲ與 へ,更 ニ

90σ 迄短縮 シ,讀 ミ得 ル最小露 出時 間竝 ニ最大字

數 ヲ決定 セ リ.之 ヲ各照度 ニ於 テ繰返 セ リ.

第5項　 實 驗 成 績

1)晝 光照 明 ニ於 テ,視 標 面 照 度5, 10, 20,

 30, 50, 200, 300 HLxノ 元 ニ,被 檢 者5人 ヲ

選 ビ,第1號 ノ2字 竝 ニ3字 ノ數 字 ニ就 テ,

 3囘 トモ完全 ニ讀 ミ得 ル 最 小時 間 ヲ示 セバ,

第3表 如 シ,

第3表　 晝光照明ニ於ケル數字視標 ニ對 スル讀字速度

全 照 度 ニ於 テ完 全 ニ實驗 スル ハ甚 ダ困 難 ヲ

感 ジ,其 ノ成 績 ハ尚 ホ不備 ノ點 甚 ダ尠 シ トセ

ザ ル モ,大 體 ノ傾 向 ヲ窺 フ ニ, 5 HLxニ テ

ハ各 被檢 者共 ニ著 シク長 時 間 ヲ要 シ, 30 HLx

ニテ略 ボ最小 時 間 ニ達 シ得 タ ル傾 向 ヲ示 シ,

個 人 的 ニ ハ10 HLxニ テ巳 ニ最 小 時 間 ニ テ讀

ミ得 ル 人 ト50 HLxヲ 要 シタ ル 人 トアル モ,

 50 HLxト200, 300 HLxノ 間 ニ ハ 大 ナ ル差
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之 無 キ ハ興 味 ア ル ベ ク,一 般 ニ 各 人共 通 ニ

50 HLxニ テ最 小時 間 ニテ 讀 ミ得 ベ ク,讃 字

力最 大 ニ至 ル ヲ認 ムベ シ.

2)電 燈 照 明 ニ於 テ,視 標 面 照 度5, 10, 30,

 50, 100, 300 HLxノ 元 ニ,前 實 驗 ト同 一視 標

及 ビ5名 ノ被 檢 者 ニオ ケ ル成 績 テ表 示 セバ第

4表 ノ如 シ.

第4表　 電燈照明ニ於ケル數字視標 ニ對 スル讀字速度

表 中 ニテ括 弧 ヲ附 シアル(300)ハ300σ ニ

テ モ尚 ホ讀 ミ得 ザル テ 示 セ ル モ ノ ニ シ テ,

 300σ 以 上 ノ露 出 時間 ハ 本装 置 ノ 不 可 能 トス

ル ハ 既 述 ノ如 シ.表 ニ於 テ, 2字 及 ビ3字 ニ

對 スル最 小讀 字 速 度 ヲ見 ル ニ,書 光照 明 ノ場

合 ト略 ボ 同様 ニ 各 人共5 HLxニ テ著 シク長

時 間 ヲ要 シ10HLxニ テ ハ 僅 カ ニ 短縮 シ,

 30 HLxニ 至 リテ,多 少個 人的 差 異 アル モ略

ボ各 人共 ニ最 小 時 間 ニ 接 近 シ, 50HLxニ テ

各人共通ニ最小時間ヲ得ルニ至 リ,讀 字力最

大 ニ達 スル ヲ認 ムベ シ,而 シテ50 HLx以 上

ニ於 テ,認 ム ベ キ時 間 的 差異 ナ ク,且 數字 ノ

2字 ヨ リ3字 ニ増 加 シタ ル爲 メ ノ影 響 ハ 著 明

ナ ラザ ル ヲ認 メ得 タ リ.各 照 度 ニ就 テ 晝光 照

明 ノ際 ノ成績 ト比 較 スル ニ,稍 々成績 不良 ナ

ル 場合 多 キ ヲ認 ムベ シ.

3)電 燈 照 明 ニ於 テ,讀 字 速 度 ト照 度 及 ビ

視 標 ノ大 サ,字 數 トノ關 係 ヲ100σ, 200σ,

 300σ ニ於 ケル 正 視眼 者 及 ビ 屈 折 異 常 眼者 竝

ニ老 視 眼 者 ニ テ實驗 セル 成績 テ第1圖a
, b, c

ニ テ曲 線 ヲ以 テ示 セ リ.

圖 ニ於 テ,縦 ハ數 字 ノ大 サ,及 ビ字 數 ヲ現

シ,横 ハ 照度 ヲ 現 ス. a圖 露 出時 間100σ ノ

場 合 ヲ覽 ル ニ,正 視 眼者 ハ5 HLxニ テ第1號

ノ1字,第3號 ノ2字 及 ビ3字,第2號 ノ2

字 及 ビ3字 迄 ハ 全 部 讀 ミ得 ル モ,第1號 ノ2

字 及 ビ3字 ヲ 讀 ミ得 ズ. 10HLxニ テ ハ第1

號 ノ2字 迄 讀 ミ, 30HLxニ テ全 視 標 ヲ讀 ミ得

ル ニ至 ル.何 等 合 併 症 ナ キ近 視 眼 者 ハ5HLx

ニ テ第2號 ノ2字 迄 讀 ミ
,第2號 ノ3字,第

1號 ノ2字 及 ビ3字 ヲ讀 ミ得 ズ. 10 HLxニ テ

第2號 ノ3字 ヲ讀 ミ, 30 HLxニ テ 全 視標 ヲ
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第1圖　 讀字速度 野照度及ビ視標ノ大サ字數 トノ關係

a.露 出時間100σ ノ場合

b.露 出時 問200σ ノ場合
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c.露 出時 間300σ ノ場 合

讀 ミ得 ル ニ至 ル.遠 視 眼者 ニ テ見 ル ニ, 5 HLx

及 ビ 10 HLxニ テ 第1號 ノ1字,第3號 ノ2

字 及 ビ3字 迄 ハ完 全 ニ讀 ミ得 ル モ,其 ノ他 ノ

視 標 數 字 ヲ 讀 ミ得 ズ, 30 HLxニ テハ第2號

ノ2字 迄 讀 ミ, 50 HLxニ 至 リテ,第1號 ノ

3字 ヲ除 ク ノ ミニテ,他 ノ視 標 ヲ讀 ミ得 ル ニ

至 リ,爾 後 照 度 ヲ増 ス モ,第1號 ノ3字 ヲ讀

ミ得 ル ニ至 ラズ.潜 伏 外斜 視 ヲ合 併 セル 近視

眼 者 ニ於 テ ハ著 シク成績 不 良 トナ ル ヲ認 ム.

即 チ5 HLxニ テ 第1號 ノ1字 迄 ヲ 讀 ミ得 ル

ノ ミニ シテ,他 ノ全 視 標 ヲ讀 ミ得 ズ, 10 HLx

ニ テ 第3號 ノ2字 及 ビ3字 ヲ讀 ミ, 30 HLx

ニ テ第2號 ノ2字 及 ビ3字 ヲ讀 ミ得 ル ニ 至

リ,爾 後 照 度 ヲ増 加 スル モ,第1號 ノ2字 及

ビ3字 ヲ讀 ミ得 ル ニ至 ラズ.老 視 眼者 ハ100σ

ニ テハ如 何 ナ ル照 度 ニ於 テ モ,全 然 全 視 標 ニ

於 テ讀 ム コ ト能 ハ ザ リキ.

b圖 露出時間200σ ノ場合 ヲ見ルニ,讀 字

力ハ漸 ク著明 ニ増加 ス.正 視眼者 ハ5 HLx

ニ テ第1號3字 ヲ除 ク 他 ノ全 視 標 ヲ 讀 ミ,

 10 HLxニ テ完全 ニ全 視 標 ヲ讀 ミ得 ル ニ至 ル.

何 等 合 併 症 ナ キ近視 眼 者 ニ テ ハ第2號 ノ2字

及 ビ3字 迄 讀 ミ, 10 HLxニ テ 第1號 ノ3字

ヲ除 ク 全 視標 ヲ 讀 ム ニ至 リ, 30 HLxニ テ 完

全 ニ全 視 標 ヲ讀 ミ得 タ リ.遠 視 眼 者 ハ5 HLx

及 ビ10HLxニ テ第1號 ノ3字 ヲ除 ク全 視 標

テ讀 ミ, 30 HLxニ テ 全 視標 ヲ讀 ミ得 ル ニ至

ル.

潜伏 外斜 視 ヲ 有 スル 近 視眼 者 ハ5 HLxニ

テ第3號 ノ3字 迄 讀 ミ, 10 HLxニ テ 第1號

ノ2字 ヲ讀 ミ得 ル ニ至 リ,以 後 照度 ヲ増 ス モ

變 化 ナ シ.老 視 眼 者 ハ5 HLx, 10 HLxニ テ

3號1字 ノ ミナ ルモ, 30 HLxニ テ2號 ノ1字

ヲ讀 ミ, 50 HLxニ テ3號 ノ2字 迄 漸 ク讀 ミ

得 ル ニ至 ル ヲ認 ム べ シ.然 レ ドモ尚 ホ照 度 ヲ

増 ス モ成績 良效 トナ ラザ リ キ.

c圖 露出時間300σ ノ場合 テ見ルニ,讀 字

力更ニ増加スルテ認ム.正 視眼者及 ビ何等合
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併 症 ナ キ近視 眼 者 ハ 巳 ニ5HLxニ テ 全 視 標

ヲ完全 ニ讀 ミ,遠 視 眼 者 及 ビ潜 伏外 斜視 ヲ有

スル近 視 眼 者 ハ共 ニ10HLxニ テ全 視 標 ヲ完

全 ニ讀 ミ,老 視 眼 者 ノ ミ50HLxニ テ第3號

ノ3字 ヲ讀 ミ得 ル ニ至 リタ ル ノ ミニ シテ,以

後 照度 ヲ増 ス モ變 化 ナ キ ヲ認 メタ リ.

以上100σ, 200σ, 300σ ノ3種 ノ露出時間

ニ於ケル成績ハ正視眼,何 等合併症ナキ近視

眼,遠 視眼,潜 伏外斜視ヲ有スル近視眼,次

デ老視眼者ノ順序ニシテ,屈 折異常者竝ニ老

視眼者ハ正視眼ニ比 シ,露 出時間,祝 標ノ大

サ及 ビ數字次デ照度 ノ影響ヲ蒙ルコト著明ニ

シテ,且 何等合併症ナキ普通近視眼者ハ正視

眼者ニ比 シ大差ナク,潜 伏外斜視ヲ有スル近

視眼者更ニ老視眼者ハ著 シク成績不良ナルヲ

認メ得タ リ.前 實驗ニ於ケルガ如キ2字 及 ビ

3字 ノ比較ニ於テハ其 ノ差ヲ認メ難 カリシモ,

本 實驗ノ場合ニテハ字數モ明カニ讀字力ニ影

響スべキ1要 素ナルヲ認 メ得タリ.

第2節　 假名文字 ノ縦書,横 書ニ

對 スル讀字速度ニ就テ

第1項　 實驗ノ目的

前實驗ニヨリテ數字ヲ使用 シタル讀字速度

ニ對 シテ50HLx以 上ハ餘 リ影響ナキヲ認 メ

タルヲ以テ,ソ レヨリ以下 ノ種 々ナル視標面

照度 ニ於クル假名文字 ノ縦書,横 書ニ對スル

讀字速度 ヲ檢査 シ,一 面ニハ照度ノ影響ヲ檢

シ,主 ニ縦書,横 書ノ優劣問題ニ關スル参考

ニ供 セン ト欲 シタ リ.

第2項　 實 驗 方 法

被檢者 ハ第1節 ノ實驗 ニ於 ケル同 ジ5名 ノ男子

ヲ煩 シタ リ.視 標 ハ別 ニ印刷 セル6號 活字 ニ略 ボ

相 當セル黒色平假名,片 假名文字 ヲ白紙 面 ニ貼布

シ,全 ク意味 ナキ配列 ノ3字 ヨ リナル視標 ヲ多數

製作 シ,實 驗中 ノ記憶 ヲ防 ギ,尚 ホ實驗中同一視

標 ヲ繰返 シ使用 スルコ トナク,被 檢者 ノ記憶 ヲ來

シタル時 ハ使用 ヲ停止 セ リ.假 名文字ハ其 ノ形 ニ

ヨ リ認識 ニ難易 アル ヲ以テ,其 ノ組合セ ノ如 キハ

難易種 々 ノ文字 ヲ適宜 二配列 スベ ク顧 慮セ リ.印

刷 ノ不鮮明ナル モノ,汚 染 セルモ ノ等ハ之 ヲ排棄

セ リ.光 源 トシテハ艶消電球 ヲ使用 シ, 5, 10, 20,

 30, 50 HLx少 ル5種 ノ視標面照度 ニ於 テ 施行 セ

リ.露 出時間 ハ常二嚴密 ニ一定 セ シメ, 100, 190,

 260σ ノ3種 ニテ實驗 セ リ.

視標 ノ3字 ノ中央 ノ文字 ハ丁度被檢者 ノ凝視部

ノ目標 ニ相一致 スル樣 ニ位置 シ,露 出 ト共 ニ目標

ト同一場所ニ出現スル樣 ニセ リ.故 ニ被檢眼完全

ナル状 態 ニアル時ハ,視 標 ノ露出 ト同時 ニ3字 ノ

文字ハ直 チニ認識サ ル.コ ノ際問題 トナ ルハ,横

書視標 ニ於 テ被檢者 ヲ シテ常 ニ左讀 ヲナサ シムル

ヤ,或 ハ右讀 ヲナサ シムルヤ,ナ リ.然 レ ドモ左

讀 ニ慣 レタルモ ノ,右 讀 ニ慣 レタ ル モ ノ ヲ問 ハ

ズ,カ カル短時間 ノ露出 ニ際 シテハ,常 ニ左讀或

ハ右讀 ヲナス ト云 フガ如 キハ,殆 ド不可能 ニシテ,

強 ヒテ之 ヲ施行 スル トモ本實驗 ノ如 キ特 ニ心理學

的影響大 ナル場合 ニ於 テハ,徒 ニ煩雜ナ ラシムル

ノミナル ベク,又 豫備實驗 ニ於テ モ著明ナル左讀

右讀 ノ差 異 ノ發見ハ困難ナ リキ.更 ニ凝視點 ハ幾

何學的點 ニア ラズ シテ,ソ レヲ中心 トシテ個人的

差異 ヲ有 スル一定 面積 ヲ有 スルモ ノナル コ ト,使

用 シタル視標 ノ3字 ノ面 積ハ僅小 ナルコ ト等ヨ リ

推 測スル時ハ,露 出ニ際 シテ, 3字 ヲ同 時ニ 認識

スル傾 向多ク, 1端 ヨリ他端 へ ト移 リ讀 ム ト云 フ

ガ如キ餘裕 ノアルベキモ ノニ非 ラズ,之 ハ又被檢

者自身 モ一樣 ニ自覺 セ シ所 ナ リ.本 實驗 ニテハ,

左讀,右 讀 ハ被檢 者 ノ自由ニシ,認 識 以後 ノ呼稱

ハ左讀 ヲ命ジ タ リ.
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與 ヘラレタル1種 ノ照度及 ビ露出時間 ニオ ケル

實 驗ハ3囘 之ヲ施行 シ,之 ヲ平假名,片 假 名 ノ縦

書,横 書 ニテ 各2囘,合 計12囘 測定 ヲ以テ1日

ノ實驗 トセ リ. 1實 驗毎 ニ視 標 ノ交換,機 械 ノ調

整等 ノ間暇アルヲ以 テ,コ ル程度 ノ實驗 囘數 ニテ

ハ被檢 者 ノ疲勞 ハ殆 ド像 メザ リキ.

第3項　 實 驗 成 績

實 驗 成 績 ハ第5表 及 ビ第6表 ノ如 ク,判 明

シ易 キ爲 メニ,讀 ミ得 タル字 數 ヲ以 テ簡 單 ニ

示 セバ,第7表 及 ビ第8表 ノ如 シ.第5表,

第6表 中 ノ數 字 ハ露 出 時間 ヲ現 シ,視 標 文字

ノ傍 ノ括 弧()内 ハ被 檢 者 ノ讀 ミタ ル儘 ヲ記

シ,符 號 △ ハ讀 ミ得 ザ リシ ヲ意 味 ス.又3字

全 部,或 ハ2字, 1字 ノ ミラ讀 ミ得 ル 場 合,

或 ハ全 然 讀 ミ得 ザ ル場 合 等 ニ ヨ リ夫 々〓,〓,

+,-ナ ル符 號 ヲ以 テ示 セ リ.第7表,第8

表 ノ数 字 ハ3囘 檢 査 ニ ヨ リ讀 ミ得 タ ル字 數 ヲ

現 ス モ ノナ リ.

表 ヲ通 覽 スル ニ,平 假 名 ニ於 テ類 似 ノ 文字

ト讀 ミ誤 ルモ ノ,或 ハ全 ク類 似 セザ ル モ ノ ト

讀 ミ誤 ル場 合,稀 ニ順 序 ヲ顛 倒 ス ル ア リ.更

ニ文 字 ノ形 ノ錯 誤 以 外 ニ心 理 學 的 ニ他 ノ相 關

聯 セル潜 在 觀 念 ヨ リ聯 想 サ ル ニ ヨル錯 誤 コ レ

無 キニ ア ラズ.照 度 ノ影 響 ハ平 假 名,片 假 名

第5表,第6表 ハ折込表

第7表　 平假名ニ於ケル可讀字数 ヲ示 セル成績
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第8表　 片假名ニ於ケル可讀字數 ヲ示 セル成績

共 ニ, 5 HLxニ テ著 シク成 績 不 良 ニ シテ, 10

 HLxニ テ讀 ミ得 ル 字數 ハ漸 ク 増 加 ノ傾 向 ヲ

示 シ, 10 HLxト20 HLxノ 間 ニ著 シ キ 差 異

ナ キモ, 30 HLx及 ビ50 HLxニ テ 一般 ニ 成

績 良 效 トナ リ,讀 ミ得 ル字 數 ノ増 加 ヲ認 ム ヲ

得 ベ シ.之 ニ反 シ,露 出 時 間 ノ影 響 ハ稍 々明

カ ニ各 人 ヲ通 ジテ著 明 ニ現 ハ レタ リ.潜 伏 外

斜 視 ヲ合 併 ス ル 近 視 眼 者Kw及 ビ遠 視 眼 者

Kjニ テ ハ全 成 績 ヲ通 ジテ 他 者 ニ比 シ讀 ミ得

ル字 數 尠 ク,讀 字 力 不 良 ナ ル ヲ認 ムベ ク,數

字 ヲ使 用 セ ル前 實驗 成績 ト一致 スル ヲ認 メタ

リ.

次 ニ各被 檢 者 ニ就 テ,平 假 名,片 假 名 ノ横

書,縦 書 ノ場合 ノ成績 ヲ讀 ミ得 ル字 數 ヲ以 テ

比 較 シ見 ル ニ,先 ヅ平 假 名 ニ於 テ,各 種 ノ照

度 及 ビ露 出 時 間 ニテ,大 體 縦 書 ヲ良 シ トスル

モ ノOt, To, Kw, Kjノ4名 ニ シテ, Aニ

於 テ ノ ミ僅 カ ニ横 書 ニ 於 テ 良 成 績 ヲ 示 シ タ

リ.片 假 名 ニ於 テハ,之 ニ 反 シOtハ 横 書 ニ

良 ク, Toハ 彦 ニ僅 カニ 良 ク, Kw, Kjノ2名

ニ於 テ ハ横 書,縦 書 ニ對 スル差 異 認 メ難 ク,

 Aニ テ ハ縦 書 ニ テ良 成績 ヲ示 シタ ル モ亦 顯 著

ナ ラズ.更 ニ全 被 檢 者 ノ讀 ミ得 ル字 數 ノ合 計

ヨ リ比 較 スル モ,平 假 名 ニ於 テ ハ,各 照 度 ニ

テ明 カ ニ縦 書 ノ場合 多 ク,片 假 名 ニテ ハ殆 ド

差 異 ヲ斷 ジ難 シ.

之 ヲ要 スル ニ, 3種 ノ露 出 時 間 ニ オ ケル平

假 名,片 假 名 ノ縦 書,横 書 ニ對 スル讀 字 力 ハ
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平 假 名 ニ テハ 明 カニ縦 書 ニ於 テ良 ク,片 假 名

ニ テ ハ兩者 ノ間 ニ的 確 ナル 差 異 ヲ判 ジ難 キ結

果 ヲ得 タ リ.

第6章　 總 括 及 ビ考 按

1)晝 光 及 ビ電 燈 照 明 ニ於 テ,特 種 ノ瞬 間

露 出裝 置 ヲ使 用 シ,讀 字 速 度 ヲ檢 査 シ,算 用

數 字2字 及 ビ3字 ニ對 スル讀 字 力 ト照 度 ノ關

係 ヲ實驗 セル ニ,

晝 光 及 ビ電 燈 照 明 ニ於 ケ ル 照 度 ノ 影 響 ハ

5 HLxニ テ讀 ミ得 ル ニ ハ 著 シク 長 時 間 ヲ要

シ, 10 HLxニ テ 僅 カ ニ短 縮 シ, 10 HLxト

20 HLxノ 間 ニ大 差 ナ ク,個 人的 差 異 アル モ

大體 ニ於 テ30 HLxニ テ各 人共 通 ニ略 ボ最 小

時 間 ヲ得 ル ヲ認 メ, 50 HLxニ テ 全 被 檢 者 ニ

テ最 小 時 間 ヲ得,讀 字 力最 大 ニ達 ス ル ヲ認 メ

タ リ.而 シテ50 HLx以 上 ノ照 度 増 加 ニ於 テ

認 ムベ キ時間 的差 異 ナ シ.又 各 照度 ニ於 テ晝

光 照 明 ノ場 合 ハ電 燈 照 明 ニ比 シ成績 良 效 ナ ル

傾 向 多 キ ヲ認 メ得 タ リ.

余 ノ實 驗 ヨ リス レバ,照 度 ノ増 加 ニ ヨ リテ

5 HLxヨ リ50 HLx迄 ハ徐 々ニ讀 字 力 ハ増 加

シ, 50 HLx以 上 ハ極 メ テ 僅 少 ナル ヲ推想 サ

ル ベ ク,且 數 學 的闘 係 ヲ示 サ ン ト考 察 セ ル

モ,余 ノ實驗 例 ハ尠 ク シテ個 人 差 ノ アル 事 及

ビ研 究 ノ 目的 ノ主 眼 ハ實 際 的 ニ必 要 照 度 ヲ決

定 スル コ トニ アル ヲ以 テ之 ヲ排 セ リ.

余 ノ使 用 セ シ數 字 ノ大 サ ハSnellenノ 細 字

Nr. 5或 ハ本 邦 ノ6號 活 字 ノ 大 サ ニ 略 ボ相 一

致 スル モ ノナ ルヲ以 テ,實 驗結 果 ヨリ實際上

讀 書 時 ノ適 當 照度 ハ約50HLxト シ最 小 照 度

ヲ30HLxト スベ キ 事 推察 サ ル ベ ク, Korff-

Petersen20), Broca及 ビSulzer56), Weigel26),

 Ruffer28)等 ノ與 ヘ タル値 ニ略 ボ 一致 スル モ ノ

ナ リ.而 シテ讀 字 速 度 ノ如 キ心理 學 的 影響 ノ

甚 大 ナ ル實 驗結 果 ヨ リ得 タ ル値 ト他 學 者 ノ場

合 ノ如 キ視 力或 ハ瞬 間露 出器 ニ ヨ ラザ ル長 時

間 ノ讀 字檢 査 ニ ヨル値 卜多 少差 異 ア ル ハ辭 ミ

難 シ. Buttger57)ハ 疲 勞 ニ對 スル 照 度 ノ影 響

ヲ 目 ノ瞬 目数 ニ ヨ リ檢 査 シ, 50-70HLxニ テ

ハ眼 ノ疲 勞 最 モ尠 キ コ トヲ認 メ タ リ.故 ニ眼

ノ疲 勞 ヲ顧 慮 スル モ,余 ノ實 驗 結 果 ヨ リス ル

50HLxハ 普通 細 字讀 書 時 ニ 於 ケ ル 充 分 ナ ル

照 度 ナ ラ ン ト信 ズ ル モ ノ ナ リ.

晝 光 照 明 ト電 燈 照 明 ノ場 合 ニ於 ケ ル讀 字 速

度 ノ比 較 ナ ル ガ,コ レ ニ ス ル信 頼 スベ キ研

究 報 告 ハ 之無 キガ如 キ モ,茲 ニ先 ヅ考 究 ス ベ

キ ハ,光 線 ノ性質 例 之 バ色光 ノ關 係 ナ リ.色 光

ノ讀 字 速度 ノ關 係 ニ就 テ ハ, Korff-Petersen

及 ビM. Ogata23), O. Schneider24), W.

 Ruffer29)等 ノ研 究 ア リテ,黄 色 ノ場 合 ハ 白 色

電 燈 昭 明或 ハ晝 光 色電 燈 照 明 ノ場 合 ニ比 シ讀

字 速 度 良效 ナ ル ヲ證 セ ラ レタ リ.若 シ之 等 ノ

研 究 ニ ヨル事 實 眞 ナ リ トセバ,余 ノ實 驗 ニ於

テ モ比 較 的 黄色 ニ富 ム電 燈 照 明 ニ テ當 然 晝 光

ノ場合 ニ比 シ良 成績 ヲ多 少 トモ 示 ス ベ キ ナ

リ.然 ル ニ實驗 ノ結 果 ハ電 燈 照 明 ニ於 テ多 少

成 績 良 效 ヲ示 シタ ル場 合 之 無 キ ニ非 ラザ ル モ

一 般 ニ晝 光 照 明 ニ於 テ成 績 良 效 ノ傾 向 多 キ ヲ

見 タ リ.コ レハ上 述 ノKorff-Petersen等 諸

學 者 ノ 研 究 ニ オ ケル 人 工 照 明 ノ 場 合 ニ於 テ

ハ,常 ニ同 一條 件 ヲ有 スル照 明方 法 ヲ採 用 シ

得 ル モ,晝 光照 明 ニ於 テ ハ,如 何 ニ注 意 シ裝

置 スル モ全 ク 同 一照 明法 ヲ採 ル コ ト不 能 ニ シ

テ多 少相 異 ス ル モ ノ ニ シテ,余 ノ實 驗 結 果 ハ

晝 光 ハ擴 散 性 ニ富 ミ,眩 輝 ナ ク,且 心 理 學 的
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ニ讀字 機 能 ニ好 適 ナ ル條 件 ヲ具備 セル結 果 ニ

ヨル モ ノ ト推 スベ ク, W. Rufferノ 行 ヘ ル 暗

室 一般 ヲ照 明 セル場 合 ノ實 驗 ニ ヨル モ,斯 ル

推 測 ハ可 能 ナ リ.茲 ニ至 リテ吾 人 ハ次 ノ事 ヲ

提 唱 セ ン トス.光 源 ノ全 ク視 野 ヨ リ除 去 サ レ

タ ル完 全 間 接 照 明 ニ ア ラザ ル普 通 電 燈 照 明 ニ

テ ハ眼 ノ疲 勞,注 意 ノ減 退 等 ヲ惹起 シ易 ク,

之 ニ反 シ直射 光 ヲ避 ケ タル擴 散性 自然 照 明 ニ

於 テ ハ讀 書 特 ニ疲 勞,注 意 力等 ニ對 シテ有 利

ナ ル モ ノナ ルベ シ.

2)電 燈 照 明 ニ於 テ,讀 字 速度 ト照 度及 ビ

視 標 ノ大 サ,字 數 トノ關 係 ヲ正視 眼者 及 ビ屈

折 異 常 眼 者,竝 ニ 老 視 眼 者 ニ 就 テ 實驗 セ ル

ニ,正 視 眼 者 ニ比 シテ老 視 眼 者 ハ 著 シク讀 字

力不 良 ニ シテ,次 デ潜伏 外斜 視 ヲ有 スル近 視

眼 者,遠 視 眼 者 不 良 ニ シテ,潜 伏 外 斜 視 ヲ有

セザル 普 通 近 視 眼者 ニ テハ殆 ド認 ム ベ キ差 異

ヲ示 サ ザ リキ.屈 折 異 常眼 者 及 ビ老 人 ニ於 テ,

讀 字 力 ニ故 障 ヲ來 スハ, Borff-Petersen20)ニ

ヨ リ即 ニ立 證 サ レ, Possek21)モ 亦 近 視 眼 者 ノ

讀 字 力 ノ實驗 ニオ イ テ之 ヲ認 メタ リ.余 ノ實

驗 成績 ニ於 テ,瞬 間 露 出器 檢 査 ニ ヨル老 視 眼

者 及 ビ遠視 眼者 ノ讀 字 力 ノ不 良 ナル ハ調節 困

難 及 ビ疲 勞 シ易 キ コ ト特 ニ老 視 眼 者 ニ テ ハ注

意 力減 退 及 ビ凝 視 固定 困難 ノ結 果 ト見 ル ベ

ク,潜 伏外 斜 視 ヲ有 スル 近 視 眼 者 ハ普 通 近視

ニ比 シテ著 シク讀 字 力不 良 ナ ル モ亦 疲 勞 シ易

ク,輻 輳 ノ障 碍,凝 視 ノ固 定 困 難 等 ノ結 果 ナ

ルベシ.

露出時間ニ次 デ視標数字ノ大サ及ビ字數 ノ

影響 モ正視 ニ比 シテ屈折異常眼者ニ著明ニ現

レタ リ.又 照度 ノ影響 モ屈折異常眼者ニ著明

ナルヲ認 メ.遠 視眼,潜 伏外斜視 ヲ有 スル近

視眼及 ビ老視眼者ハ弱キ照度 ニテ讀書 スル時

ハ注意力減退 シ,疲 勞 シ易 キコト推察サル.

3)電 燈照明ノ元ニ, 6號 活字ニ相當セル

假 名 文 字 ノ3字 ノ縦 書,横 書 視 標 ノ瞬 間 露 出

ニ 對 ス ル 讀 字 速 度 ヲ5, 10, 20, 30, 50 HLx

ニ テ 檢 シタル ニ,一 般 ニ5 HLxニ テ 著 シク

成績 不 良 ニ シ テ,個 人的 差異 多 少 アル モ30

 HLx, 50 HLxニ テ 成 績 良 效 トナ ル ヲ見,且

照 度 増 加 ニ ヨル讀 字 力 ノ増 加 ハ極 メ テ漸 進 的

ナ ル ニ 反 シ,露 出速 度100σ, 190σ, 260σ ト

漸 次 延 長 ニ ヨル讀 字 力 ノ増 加 ハ著 明 ナ ル ヲ認

メタ リ.普 通 正視 眼 者 ハ260σ ナ ル 露 出時 間

ノ際 ハ30 HLx, 50 HLxニ テ,平 假 名,片 假

名 ノ3字 ヲ殆 ド完 全 ニ讀 ミ得 タ リ.

屈 折 異 常 眼 者 ハ正視 眼 者 ニ比 シ成 績 不 良 ナ

ル ハ前 實 驗 ト略 ボ一致 シ,前 實驗 ニ於 ケ ル成

績 ヲ假 名 文 字 ニ於 テ立 證 シ得 タ リ.

次 ニ平 假名,片 假名 ノ縦 書,横 書 ニ對 ス ル

讀 字 速度 ノ成績 ヲ讀 ミ得 ル字 數 ヲ以 テ比 較 シ

タ ルニ,平 假 名 ハ明 カ ニ横 書 ニ比 シ縦 書 ニ於

テ,讀 字 力 良效 ニ シテ,片 假 名 ハ多 少横 書 ニ

於 テ,讀 字 力 良效 ナ ル場 合 ア リタ ル モ,縦 書

トノ間 ニ的確 ナ ル差 異 ヲ決 定 シ難 ク,單 ニ横

書 ハ縦 書 ニ優 ル トモ,敢 テ 劣 ラザ ル ヲ推 シ得

ル ニ止 マル結 果 トナ リキ.

元來 國字 即 チ漢 字 及 ビ假 名 文 字 ハ主 トシテ

縦 書 ヲ 目的 トシテ作 ラ レアル モ ノ ニ シテ,國

字 ノ縦 書,横 書 ノ優 劣 ニ就 テ ハ當 然 種 々 ノ問

題起 ル ベ ク,既 述 ノ文 獻 ニ モ 記 載 セ ル ガ 如

ク,爾 來 屡 々研 究論 議 サ レ來 リ シ コ トニ シ

テ,薄 學 ナ ル余 輩 ノ今 更 之 ヲ論 ズ ル ハ聊 カ臆

ス ル ノ コ ロナ リ.

先 ヅ現 在 ノ國 字 ヲ直 チ ニ横 書 ニ使 用 シテ可
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ナ ル ヤ ノ問題 ヲ別 トシテ,横 書 ノ優 ル點 ニ關

シテハ單 位 時 間 内 ニ活 字 ヲ同時 ニ判 ジ得 ル視

野 ノ縦 經 ヨ リモ横 徑 ニ大 ナ ル ガ 故 ニ,縱 書 ニ

比 シ横 書 ヲ優 ル ト説 ク モ ノ多 ク,大 塚35)ハ 之

ニ賛 セザ ル論 説 ヲ載 セ タ ル モ,杉 田58)ノ行 ヘ

ル 近距 離 視 ニ於 ケ ル線 ノ見 ヱ 方 ニ就 テ ノ實 驗

ニ ヨ レバ,横 線 ニ於 テ ハ縦 線 ニ比 シ節 調 領

ノ廣 キ ヲ認 ム ベ ク,且 又船 石,佐 々 木氏 等 ノ

觀 念 的連 絡 ナ キ様 形 視 標 ニ對 スル實 驗 ヨ リス

ル モ,字 體 ヲ除 外 セル 横 書 其 ノ モノ ノ有 利 ナ

ル ハ辞 ミ得 ザ ル コ トナ ラ ン.

余 ノ實 驗 ヨ リス レバ,平 假 名 ハ縦 書 ニテ讀

字 力 ヨク,宮 下,廣 瀬 氏 ニ 一致 シ,片 假 名 ニ

於 テ大 差 ヲ認 メザ リシ ハ宮 下 氏 ノ成績 ニ相 通

ズ ル所 アル ベ ク,之 ガ 實際 問 題 トシテ ハ,余

ノ暗 室 内 ノ實 驗結 果 ノ ミニ ヨ リテ斷言 ハ許 サ

レザ ル モ,平 假 名 ハ 左横 書 ニ適 セズ シテ,之

ヲ強 イ テ使 用 セ ンニ ハ横 書 式 ニ改 良 スル ヲ要

シ,片 假 名 ハ其 ノ儘 左横 書 ニ使 用 ス ル モ平 假

名 ニ比 シ些 シタ ル故 障 ヲ釀 サ ザ ル モ ノ ナ ラ

ン.

第7章　 結 論

1.讀 字速 度 ヨリ讀 書 時 ノ必 要照 度 ヲ推 測

ス ル ニ,大 體30 HLxヲ 以 テ最 小 照 度 トシ,

 50 HLxヲ 以 テ好 適 照 明 トス ベ キナ リ.

2.晝 光 照 ニ於 テ ハ電 燈 照 明 ニ比 シ其 ノ

照 明 ノ性 質 上 ニ於 テ讀 字 力 良效 ナ リ.

2.屈 折 異 常 眼 ハ正 視 眼 ニ比 シ讀 字 力 ニ障

碍 ヲ起 シ易 シ.

4.平 假 名 文字 ハ横 書 ニ比 シ縦 書 ニ於 テ讀

字 力 良效 ニ シテ,片 假 名 文 宇 ハ縦 書,横 書 ノ

間 ニ著 シ キ讀 字 力 ノ差 異 ヲ認 メズ,

擱筆 スル ニ臨 ミ御懇篤ナ ル御指導 ト御校閲 ト

ヲ賜ハ リシ緒方教授 ニ深謝 ス.尚 ホ實驗中多大

ノ援助 ヲナサ レタル淺羽學 士 ニ謝 意 ヲ表 ス.

(本論文 ノ要旨ハ昭和8年4月 第5囘 日本 聯

合衛生 學會 ニ於テ發表 セ リ,尚 ホ其 ノ際緒方教

授 ノ特別講演中 ニテ一部發表 サ レタリ.)
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